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(57)【要約】
アップリンク伝送における制御シグナリングを削減する
ための方法およびシステムが開示される。無線送信／受
信ユニットのような装置は、複数の復調参照シンボル（
ＤＭ－ＲＳ）伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送
スケジュールを使用することを判定できる。ＤＭ－ＲＳ
伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリー
ムのサブフレームごとの単一の直交周波数分割多重（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルにマップされることによって特徴付け
られる。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝
送がデータストリームのサブフレームのＯＦＤＭシンボ
ルのサブキャリアの第１のサブセットにマップされ、物
理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送または
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報
がＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第２のセットにマ
ップされることによって特徴付けられる。サブキャリア
の第１のセットは、サブキャリアの第２のセットとは異
なる。データストリームは、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュー
ルに従って送信される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の復調参照シンボル（ＤＭ－ＲＳ）伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送スケ
ジュールを使用することを判定することであって、前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、
ＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームのサブフレームの単一の直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）シンボルにマップされることによって特徴付けられることと、
　前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに従って、前記データストリームを送信することと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＯＦＤＭシンボルは、前記サブフレームの第１のタイムスロットに関連付けられ、
前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送
または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記データストリームの
前記サブフレームの第２のタイムスロットの対応するＯＦＤＭシンボルにマップされるこ
とによってさらに特徴付けられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＯＦＤＭシンボルは、前記サブフレームの第２のタイムスロットに関連付けられ、
前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送
または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記データストリームの
前記サブフレームの第１のタイムスロットの対応するＯＦＤＭシンボルにマップされるこ
とによってさらに特徴付けられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＯＦＤＭシンボルは、前記サブフレームの第１のタイムスロットの最後のＯＦＤＭ
シンボルであるか、または前記ＯＦＤＭシンボルは、前記サブフレームの第２のタイムス
ロットの最初のＯＦＤＭシンボルであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、前記データストリームの第１のサブフレームの第
１のタイムスロットの第１のＯＦＤＭシンボル、および前記データストリームの第２のサ
ブフレームの第２のタイムスロットの第２のＯＦＤＭシンボルにマップされることによっ
てさらに特徴付けられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝送が前記ＯＦＤＭシンボルのサブキ
ャリアの第１のサブセットにマップされ、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
伝送または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記ＯＦＤＭシンボ
ルのサブキャリアの第２のセットにマップされることによってさらに特徴付けられ、サブ
キャリアの前記第１のセットは、サブキャリアの前記第２のセットとは異なることを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記データストリームは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送または物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報を含むことを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
　前記方法は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）により実行され、前記ＤＭ－ＲＳ伝
送スケジュールを使用することを判定することは、前記ＷＴＲＵがスモールセルに接続さ
れるか、またはマクロセルに接続されるかに基づくことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　前記複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、レガシーＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを含
むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の復調参照シンボル（ＤＭ－ＲＳ）伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送スケ
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ジュールを使用することを判定することであって、前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、
ＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームのサブフレームの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シ
ンボルのサブキャリアの第１のサブセットにマップされ、物理アップリンク共有チャネル
（ＰＵＳＣＨ）伝送または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記
ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第２のセットにマップされることによって特徴付けら
れ、サブキャリアの前記第１のセットは、サブキャリアの前記第２のセットとは異なるこ
とと、
　前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに従って、前記データストリームを送信することと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記ＯＦＤＭシンボルの前記サブキャリアの前記第１のサブセットは、前記ＯＦＤＭシ
ンボルの全てのサブキャリアの半分であることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの前記第１のサブセットは、前記ＯＦＤＭシンボ
ルの物理リソースブロックの最初の６サブキャリアであるか、または前記ＯＦＤＭシンボ
ルの物理リソースブロックの最後の６サブキャリアであることを特徴とする請求項１１に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＯＦＤＭシンボルの前記サブキャリアの前記第１のサブセットは、１２の倍数であ
ることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　サブキャリアの前記第１のサブセットは、偶数番目のサブキャリアであり、サブキャリ
アの前記第２のサブセットは、奇数番目のサブキャリアであり、またはサブキャリアの前
記第１のサブセットは、奇数番目のサブキャリアであり、サブキャリアの前記第２のサブ
セットは、偶数番目のサブキャリアであることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記データストリームは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送または物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報を含むことを特徴とする請求項１１
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記方法は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）により実行され、前記ＤＭ－ＲＳ伝
送スケジュールを使用することを判定することは、前記ＷＴＲＵがスモールセルに接続さ
れるか、またはマクロセルに接続されるかに基づくことを特徴とする請求項１１に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、レガシーＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを含
むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　複数の復調参照シンボル（ＤＭ－ＲＳ）伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送スケ
ジュールを使用することを判定することであって、前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、
１または複数のＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームのサブフレームの単一の直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）シンボルにマップされることによって、またはＤＭ－ＲＳ伝送がデー
タストリームのサブフレームのＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第１のサブセットにマ
ップされ、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送または物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第２のセッ
トにマップされることによって特徴付けられ、サブキャリアの前記第１のセットは、サブ
キャリアの前記第２のセットとは異なることと、
　前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに従って、前記データストリームを送信するように構
成されたプロセッサを備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
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【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記ＷＴＲＵがスモールセルに接続されるか、またはマクロセルに
接続されるかに基づいて前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用することを判定するよう
に構成されたことを特徴とする請求項１８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、レガシーＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを含
むことを特徴とする請求項１８に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、改善されたアップリンクスペクトル効率に関する。
【背景技術】
【０００２】
　復調参照シンボル（ＤＭ－ＲＳ：demodulation reference symbol）は、コヒーレント
な復調のチャネル推定に提供され得る。ＤＭ－ＲＳを、物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）データおよび／または物理アップリンク
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）制御伝送と関連付ける
ことができる。ＤＭ－ＲＳは、送信される全てのアップリンクのタイムスロット内に存在
し得る。
【０００３】
　図２Ａは、標準循環プリフィックスを用いたサブフレームへのＤＭ－ＲＳ伝送の先行技
術マッピングの図である。図２Ｂは、拡張循環プリフィックスを用いたサブフレームへの
ＤＭ－ＲＳ伝送の先行技術マッピングの図である。図２Ｃは、標準循環プリフィックスを
用いたサブフレームのサブキャリア間のＤＭ－ＲＳ伝送の先行技術マッピングの図である
。ＤＭ－ＲＳは、各タイムスロットの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：orthogonal frequ
ency-division multiplexing）シンボルにマップされ得る。図２Ａに示すように、標準循
環プリフィックスの場合、ＤＭ－ＲＳは、各タイムスロットの４番目のＯＦＤＭシンボル
にマップされ得る。図２Ｂに示すように、拡張循環プリフィックスの場合、ＤＭ－ＲＳは
、各タイムスロットの３番目のＯＦＤＭシンボルにマップされ得る。図２Ｃに示すように
、ＤＭ－ＲＳは、そのＤＭ－ＲＳがマップされるＯＦＤＭシンボルの全てのサブキャリア
にマップされ得る。
【発明の概要】
【０００４】
　例えば、アップリンク伝送における制御シグナリングを削減するための方法およびシス
テムが開示される。例えば、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ：wireless transmit/re
ceive unit）によって送信される制御シグナリングを制限するために、ＤＭ－ＲＳ伝送ス
ケジュールを定義して、以前のＬＴＥリリースに比べてより少ないＤＭ－ＲＳが送信され
る。一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送のロケーションおよび／またはコーディングは、シグ
ナリングオーバーヘッドを削減するために、以前のＬＴＥリリースのロケーションおよび
／またはコーディングとは異なる。アップリンクＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを動的に切
り替えるため、および動的アップリンクＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール切り替えを用いて再
送信を遂行するための方法およびシステムが開示される。
【０００５】
　ＷＴＲＵは、プロセッサを含むことができる。プロセッサは、復調参照シンボル（ＤＭ
－ＲＳ）伝送スケジュールの使用を判定するように構成され得る。例えば、プロセッサは
、複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用するこ
とを判定できる。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームの
サブフレームの単一の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルにマップされることによ
って特徴付けられる。そのため、ＤＭ－ＲＳ伝送は、サブフレームの単一のタイムスロッ
トにマップされ得る。ＤＭ－ＲＳ伝送は、１または複数のＤＭ－ＲＳを参照できる。
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【０００６】
　ＯＦＤＭシンボルは、サブフレームの第１のタイムスロットと関連付けられ、ＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送スケジュールは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送および／また
は物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報がデータストリームのサブフレ
ームの第２のタイムスロットの対応するＯＦＤＭシンボルにマップされることによって特
徴付けられる。ＯＦＤＭシンボルは、サブフレームの第２のタイムスロットと関連付けら
れ、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＰＵＳＣＨ伝送および／またはＰＵＣＣＨ制御情報
がデータストリームのサブフレームの第１のタイムスロットの対応するＯＦＤＭシンボル
にマップされることによって特徴付けられる。タイムスロットの対応するＯＦＤＭシンボ
ルは、同じ相対的な時間または位置を有する別のタイムスロットのＯＦＤＭシンボルを参
照できる（例えば、タイムスロットのｎ番目のＯＦＤＭシンボルが対応するＯＦＤＭシン
ボルとなるであろう）。
【０００７】
　ＯＦＤＭシンボルは、サブフレームの第１のタイムスロットの最後のＯＦＤＭシンボル
（例えば、位置６または７のＯＦＤＭシンボルは、循環プリフィックス（ＣＰ：cyclic p
refix）に応じて異なる）となる。ＯＦＤＭシンボルは、サブフレームの第２のタイムス
ロットの最初のＯＦＤＭシンボル（例えば、位置１のＯＦＤＭシンボル）となる。
【０００８】
　ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームの第１のサブフレ
ームの第１のタイムスロットのＯＦＤＭシンボルにマップされることによって、およびＤ
Ｍ－ＲＳ伝送がデータストリームの第２のサブフレームの第２のタイムスロットのＯＦＤ
Ｍシンボルにマップされることによって特徴付けられる。第１のサブフレームのＯＦＤＭ
シンボルは、第２のサブフレームのＯＦＤＭシンボルと同じ時間位置または異なる時間位
置であってよい。ＯＦＤＭシンボルの時間位置は、タイムスロット内のＯＦＤＭシンボル
の相対的時間位置（例えば、ｎ番目のＯＦＤＭシンボル）を参照できる。
【０００９】
　ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームのサブフレームの
ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第１のサブセットにマップされることによって、およ
びＰＵＳＣＨ伝送および／またはＰＵＣＣＨ制御情報がＯＦＤＭシンボルのサブキャリア
の第２のセットにマップされることによって特徴付けられる。サブキャリアの第１のセッ
トは、サブキャリアの第２のセットと異なる。ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第１の
サブセットは、ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの半分である。ＯＦＤＭシンボルのサブ
キャリアの第１のサブセットは、ＯＦＤＭシンボルの物理リソースブロックの最初の６つ
のサブキャリアとなる。ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第１のサブセットは、ＯＦＤ
Ｍシンボルの物理リソースブロックの最後の６つのサブキャリアとなる。ＯＦＤＭシンボ
ルのサブキャリアの第１のサブセットは、１２の整数倍となる。サブキャリアの第１のサ
ブセットが偶数のサブキャリアとなり、およびサブキャリアの第２のサブセットが奇数の
サブキャリアとなる。サブキャリアの第１のサブセットが奇数のサブキャリアとなり、お
よびサブキャリアの第２のサブセットが偶数のサブキャリアとなる。
【００１０】
　プロセッサは、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに従ってデータストリームを送信するよう
に構成され得る。データストリームは、ＰＵＳＣＨ伝送および／またはＰＵＣＣＨ制御情
報を含むことができる。プロセッサは、ＷＴＲＵがスモールセルに接続されているかどう
かに基づいておよび／またはＷＴＲＵがマクロセルに接続されているかどうかに基づいて
ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用するように判定できる。複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジ
ュールは、１または複数のレガシーのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１Ａ】開示された１または複数の実施形態を実装できる例示的な通信システムのシス
テム図である。
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【図１Ｂ】図１Ａに示した通信システム内で使用され得る例示的な無線送信／受信ユニッ
ト（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示した通信システム内で使用され得る例示的な無線アクセスネットワ
ークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示した通信システム内で使用され得る別の例示的な無線アクセスネッ
トワークおよび別の例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示した通信システム内で使用され得る別の例示的な無線アクセスネッ
トワークおよび別の例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２Ａ】標準循環プリフィックスを用いたサブフレームにおける復調参照シンボル（Ｄ
Ｍ－ＲＳ）伝送の先行技術マッピングの図である。
【図２Ｂ】拡張循環プリフィックスを用いたサブフレームへのＤＭ－ＲＳ伝送の先行技術
マッピングの図である。
【図２Ｃ】標準循環プリフィックスを用いたサブフレームのサブキャリア間のＤＭ－ＲＳ
伝送の先行技術マッピングの図である。
【図３Ａ】標準循環プリフィックスを用いたサブフレームの第１のタイムスロットへのＤ
Ｍ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。
【図３Ｂ】標準循環プリフィックスを用いたサブフレームの第２のタイムスロットへのＤ
Ｍ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。
【図４】標準循環プリフィックスを用いたサブフレームのタイムスロットのエッジにシフ
トされ得るＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。
【図５】標準循環プリフィックスを用いたサブフレームバンドリングを使用した２つのサ
ブフレームへのＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。
【図６】サブフレームの２つのタイムスロットの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボ
ルのサブキャリアのサブセットへのＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。
【図７】サブフレームの２つのタイムスロットのＯＦＤＭシンボルのサブキャリアのサブ
セットへのＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　これより具体的な実施形態の詳細な説明をさまざまな図を参照して説明する。この説明
は、可能な実装の詳細な例を提供するが、その詳細は、例示的なものであり、決して本出
願の範囲を限定することを意図しないことに留意されたい。
【００１３】
　図１Ａは、開示された１または複数の実施形態を実装できる例示的な通信システム１０
０の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する、多元接続システムであって
よい。通信システム１００は、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステムリソース
の共有を通じて、そのようなコンテンツにアクセスすることを可能にできる。例えば、通
信システム１００は、符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）、周
波数分割多重接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭ
Ａ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの、１または複数のチャネルアクセス方法を用いることができ
る。
【００１４】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄ（一般的にまたはまとめてＷＴＲ
Ｕ１０２と呼ばれてもよい）、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０３／１０４／１
０５、コアネットワーク１０６／１０７／１０９、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、
インターネット１１０、および他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示され
た実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワー
ク要素を企図することが認識されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄのそれぞれは、無線環境で操作および／または通信するように構成された任意のタイプ
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のデバイスであってよい。一例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄは、無線信号を送信および／または受信するように構成されてもよく、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）、移動局、固定式または移動式加入者ユニット、ページャ、セルラー電話、携帯情報
端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュー
タ、無線センサ、家電製品などを含むことができる。
【００１５】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａと基地局１１４ｂを含むこともできる。基
地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄのうちの少なくとも１つと無線によりインタフェースして、コアネットワーク１０６／
１０７／１０９、インターネット１１０、および／またはネットワーク１１２などの、１
または複数の通信ネットワークへのアクセスを容易にするように構成された任意のタイプ
のデバイスであってよい。一例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、トランシーバ基地
局（ＢＴＳ：base transceiver station）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホ
ームｅノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータなどであ
ってよい。基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ、単一の要素として描かれているが、基
地局１１４ａ、１１４ｂは、相互接続された任意の数の基地局および／またはネットワー
ク要素を含むことができることが認識されよう。
【００１６】
　基地局１１４ａは、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（
ＲＮＣ）、中継ノードなどの、他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）
を含むこともできる、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５の一部にすることができる。基地局
１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれてもよい、特定の
地理的領域内で無線信号を送信および／または受信するように構成され得る。セルは、セ
ルセクタにさらに分割され得る。例えば、基地局１１４ａと関連付けられたセルを３つの
セクタに分割できる。従って、一実施形態において、基地局１１４ａは、３つのトランシ
ーバ、即ち、セルの各セクタに１トランシーバを含むことができる。別の実施形態におい
て、基地局１１４ａは、ＭＩＭＯ(multiple-input multiple-output)技術を用いることが
でき、従って、セルの各セクタに複数のトランシーバを利用できる。
【００１７】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、適した任意の無線通信リンク（例えば、無線周波数（Ｒ
Ｆ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）であってよい、エ
アインタフェース１１５／１１６／１１７を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、１０２ｄのうちの１または複数と通信できる。エアインタフェース１１５／１１６／
１１７は、適した任意の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立できる。
【００１８】
　より詳細には、上述のように、通信システム１００は、多元接続システムであってよく
、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの、１または複数の
チャネルアクセススキームを用いることができる。例えば、ＲＡＮ１０３／１０４／１０
５内の基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＷＣＤＭＡ（登
録商標）（広域帯ＣＤＭ）を使用してエアインタフェース１１５／１１６／１１７を確立
できる、ＵＴＲＡ(universal mobile telecommunication system（ＵＭＴＳ）terrestria
l radio access）などの無線技術を実装できる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（
ＨＳＰＡ）および／または発展型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むこ
とができる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／ま
たは高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１９】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＬＴＥ（long term evolution）および／またはＬＴＥ－Ａ（LTE-Advanced）を使用
してエアインタフェース１１５／１１６／１１７を確立できる、Ｅ－ＵＴＲＡ（Evolved-
UTRA）などの無線技術を実装できる。
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【００２０】
　他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＩＥＥＥ８０２．１６（即ち、ＷｉＭＡＸ(Worldwide Interoperability for Microw
ave Access)、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００ＥＶ－ＤＯ
、ＩＳ－２０００(Interim Standard 2000)、ＩＳ－９５(Interim Standard 95)、ＩＳ－
８５６(Interim Standard 856)、ＧＳＭ（登録商標）(Global System for Mobile commun
ications)、ＥＤＧＥ(Enhanced Data rates for GSM Evolution)、ＧＥＲＡＮ(GSM EDGE)
などの無線技術を実装できる。
【００２１】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ
、またはアクセスポイントであってよく、職場、住居、車、キャンパスなどの、ローカル
エリアで無線接続性を容易にするために適した任意のＲＡＴを利用できる。一実施形態に
おいて、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線ローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を確立するＩＥＥＥ８０２．１１などの、無線技術を実装できる。
別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線パー
ソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するＩＥＥＥ８０２．１５などの、無線技
術を実装できる。さらに別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ
、１０２ｄは、セルベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、
ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立できる。図１
Ａに示すように、基地局１１４ｂは、インターネット１１０に直接接続できる。従って、
基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６／１０７／１０９経由でインターネット１１
０にアクセスしなくてもよい。
【００２２】
　ＲＡＮ１０３／１０４／１０５は、音声、データ、アプリケーション、および／または
ＶｏＩＰ（Voice over IP）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄのうち１または複数に提供するように構成された任意のタイプのネットワークであって
よい、コアネットワーク１０６／１０７／１０９と通信できる。例えば、コアネットワー
ク１０６／１０７／１０９は、呼制御、課金サービス、モバイルロケーションベースのサ
ービス、プリペイド電話、インターネット接続性、ビデオ分散などを提供でき、および／
またはユーザ認証などのハイレベルのセキュリティ機能を遂行できる。図１Ａに示してい
ないが、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５および／またはコアネットワーク１０６／１０７
／１０９は、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを用いる、
他のＲＡＴとの直接または間接通信であってよいことが認識されよう。例えば、Ｅ－ＵＴ
ＲＡ無線技術を利用できるＲＡＮ１０３／１０４／１０５に接続されることに加えて、コ
アネットワーク１０６／１０７／１０９はまた、ＧＳＭ無線技術を用いた別のＲＡＮ（図
示せず）と通信することもできる。
【００２３】
　コアネットワーク１０６／１０７／１０９はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃ、１０２ｄがＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワ
ーク１１２にアクセスするためのゲートウェイとして機能することもできる。ＰＳＴＮ１
０８は、旧来の音声電話サービス（ＰＯＳＴ）を提供する回線交換電話網を含むことがで
きる。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイートにおけ
る伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）およびイン
ターネットプロトコル（ＩＰ）などの、共通の通信プロトコルを使用して相互接続された
コンピュータネットワークおよびデバイスのグローバルシステムを含むことができる。ネ
ットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される有
線または無線通信ネットワークを含むことができる。例えば、ネットワーク１１２は、Ｒ
ＡＮ１０３／１０４／１０５と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを用いることができる、１
または複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含むことができる。
【００２４】



(9) JP 2016-510548 A 2016.4.7

10

20

30

40

50

　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部また
はすべては、マルチモード能力を含むことができる。即ち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通信する
複数のトランシーバを含むことができる。例えば、図１Ａに示したＷＴＲＵ１０２ｃは、
セルベースの無線技術を用いることができる基地局１１４ａと、ＩＥＥＥ８０２無線技術
を用いることができる基地局１１４ｂとの通信を行うように構成され得る。
【００２５】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示すように、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信エレメント１２２、ス
ピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８
、ノンリムーバブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、全地球測位
システム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および他の周辺機器１３８を含むことができる
。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と整合性を保った上で、上述の要素の任意の組み合わせを
含むことができることが認識されよう。また、実施形態は、基地局１１４ａおよび１１４
ｂ、および／または基地局１１４ａおよび１１４ｂが、限定されるわけではないが、とり
わけトランシーバ基地局（ＢＴＳ）、ノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント
（ＡＰ）、ホームノードＢ、発展型ホームノードＢ（ｅノードＢ）、ホーム発展型ノード
Ｂ（ＨｅＮＢ）、ホーム発展型ノードＢゲートウェイ、およびプロキシノードを表すこと
ができるノードが、図１Ｂおよび本明細書に記載の要素の一部またはすべてを含むことが
できることを企図する。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動する１または
複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、ＦＰＧＡ（field programmable gate array）回路、その他のタイプの
集積回路（ＩＣ）、ステートマシンなどであってよい。プロセッサ１１８は、信号コーデ
ィング、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が無線
環境で動作可能にさせるその他の機能性を遂行できる。プロセッサ１１８をトランシーバ
１２０に結合でき、そのトランシーバを送信／受信エレメント１２２に結合できる。図１
Ｂは、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０とを個別のコンポーネントとして示してい
るが、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０とを電子パッケージまたはチップ内にまと
めることができることが認識されよう。
【００２７】
　送信／受信エレメント１２２は、エアインタフェース１１５／１１６／１１７を介して
基地局（例えば、基地局１１４ａ）に信号を送信する、または基地局から信号を受信する
ように構成され得る。例えば、一実施形態において、送信／受信エレメント１２２は、Ｒ
Ｆ信号を送信および／または受信するように構成されたアンテナであってよい。別の実施
形態において、送信／受信エレメント１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光線信
号を送信および／または受信するように構成されたエミッタ／検出器であってよい。さら
に別の実施形態において、送信／受信エレメント１２２は、ＲＦ信号と光信号との両方を
送受信するように構成され得る。送信／受信エレメント１２２は、無線信号の任意の組み
合わせを送信および／または受信するように構成され得ることが認識されよう。
【００２８】
　さらに、送信／受信エレメント１２２を単一のエレメントとして図１Ｂに示しているが
、ＷＴＲＵ１０２は、任意の数の送信／受信エレメント１２２を含むことができる。より
詳細には、ＷＴＲＵ１０２は、ＭＩＭＯ技術を用いることができる。従って、一実施形態
において、ＷＴＲＵ１０２は、エアインタフェース１１５／１１６／１１７を介して無線
信号を送受信する２または３以上の送信／受信エレメント１２２（例えば、複数のアンテ
ナ）を含むことができる。
【００２９】
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　トランシーバ１２０は、送信／受信エレメント１２２によって送信される信号を変調し
て、送信／受信エレメント１２２によって受信された信号を復調するように構成され得る
。上述のように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有することができる、従って、
トランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１
１などの、複数のＲＡＴ経由で通信することを可能にする複数のトランシーバを含むこと
ができる。
【００３０】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）表示ユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に結合さ
れて、それらからユーザ入力データを受信できる。プロセッサ１１８はまた、スピーカ／
マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド
１２８に、ユーザデータを出力することもできる。さらに、プロセッサ１１８は、ノンリ
ムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２などの、適した任意の
タイプのメモリからの情報にアクセスして、それらのメモリにデータを記憶できる。ノン
リムーバブルメモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモ
リ（ＲＯＭ）、ハードディスク、またはその他のタイプのメモリ記憶デバイスを含むこと
ができる。リムーバブルメモリ１３２は、契約者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモ
リスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含むことができる。他の実
施形態において、プロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（図示せず）な
どの、物理的にＷＴＲＵ１０２に置かれていないメモリからの情報にアクセスして、それ
らのメモリにデータを記憶できる。
【００３１】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、その電力をＷＴＲＵ
１０２内の他のコンポーネントに分散および／または制御するように構成され得る。電源
１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力供給するのに適した任意のデバイスであってよい。例え
ば、電源１３４は、１または複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、
ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ
）など）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【００３２】
　プロセッサ１１８はまた、ＧＰＳチップセット１３６を、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置
に関する位置情報（例えば、経緯度）を提供するように構成され得る、ＧＰＳチップセッ
ト１３６にも結合され得る。追加または代替として、ＧＰＳチップセット１３６からの情
報により、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアイ
ンタフェース１１５／１１６／１１７を介して位置情報を受信し、および／または２また
は３以上の近隣の基地局から受信される信号のタイミングに基づいてＷＴＲＵの位置を判
定できる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と整合性を保った上で、適した任意の位置判定方
法によって位置情報を獲得できることが認識されよう。
【００３３】
　プロセッサ１１８は、付加的な特徴、機能性および／または有線または無線接続性を提
供する、１または複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュール
を含むことができる、他の周辺機器１３８にさらに結合され得る。例えば、周辺機器１３
８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真またはビデオ
用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビトランシーバ
、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調
（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレー
ヤモジュール、インターネットブラウザなどを含むことができる。
【００３４】
　図１Ｃは、実施形態に従ったＲＡＮ１０３およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上述のように、ＲＡＮ１０３は、ＵＴＲＡ無線技術を用いて、エアインタフェー
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ス１１５を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信できる。ＲＡＮ１０３は
さらに、コアネットワーク１０６とも通信できる。図１Ｃに示すように、ＲＡＮ１０３は
、エアインタフェース１１５を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する
ための１または複数のトランシーバを含むことができる、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、
１４０ｃを含むことができる。ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれをＲＡ
Ｎ１０３内の特定のセル（図示せず）と関連付けることができる。ＲＡＮ１０３はさらに
、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂを含むこともできる。ＲＡＮ１０３は、実施形態と整合性を
保った上で、任意の数のノードＢおよびＲＮＣを含むことができることが認識されよう。
【００３５】
　図１Ｃに示すように、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ１４２ａと通信できる。
付加的には、ノードＢ１４０ｃは、ＲＮＣ１４２ｂと通信できる。ノードＢ１４０ａ、１
４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインタフェース経由でそれぞれＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂと
通信できる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒインタフェース経由で互いに通信でき
る。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、接続されているノードＢ１４０ａ、１４０
ｂ、１４０ｃのそれぞれを制御するように構成され得る。さらに、ＲＮＣ１４２ａ、１４
２ｂのそれぞれは、アウターループ電力制御、読み込み制御、許可制御、パケットスケジ
ューリング、ハンドオーバー制御、マクロダイバーシティ、セキュリティ関数、データ暗
号化などの、他の機能性を実施するまたはサポートするように構成され得る。
【００３６】
　図１Ｃに示したコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４、
モバイル交換センター（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ
）１４８、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を含
むことができる。上述した要素のそれぞれをコアネットワーク１０６の一部として示して
いるが、これらの要素のいずれも、コアネットワーク通信業者以外のエンティティによっ
て所有および／または運用可能であることが認識されよう。
【００３７】
　ＲＡＮ１０３内のＲＮＣ１４２ａをＩｕＣＳインタフェース経由でコアネットワーク１
０６内のＭＳＣ１４６に接続できる。ＭＳＣ１４６をＭＧＷ１４４に接続できる。ＭＳＣ
１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにＰＳＴＮ１０８
などの回路交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃと従来の固定電話回線による通信デバイスとの間の通信を容易にすることができる
。
【００３８】
　ＲＡＮ１０３内のＲＮＣ１４２ａはまた、ＩｕＰＳインタフェース経由でコアネットワ
ーク１０６内のＳＧＳＮ１４８にも接続され得る。ＳＧＳＮ１４８をＧＣＳＮ１５０に接
続できる。ＳＧＳＮ１４８およびＧＣＳＮ１５０は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃにインターネット１１０などの、パケット交換ネットワークへのアクセスを提供して
、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応（IP-enabled）デバイスとの間の通
信を容易にすることができる。
【００３９】
　上述のように、コアネットワーク１０６はまた、他のサービスプロバイダによって所有
および／または運用される他の有線または無線ネットワークを含むことができる、ネット
ワーク１１２にも接続され得る。
【００４０】
　図１Ｄは、別の実施形態に従ったＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０７のシステ
ム図である。上述のように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を用いて、エアイン
タフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信できる。ＲＡＮ
１０４はまた、コアネットワーク１０７とも通信できる。
【００４１】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含むことができるが、Ｒ
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ＡＮ１０４は、実施形態と整合性を保った上で、任意の数のｅノードＢを含むことができ
ることが認識されよう。ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃはそれぞれ、エアイン
タフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１ま
たは複数のトランシーバを含むことができる。一実施形態において、ｅノードＢ１６０ａ
、１６０ｂ、１６０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装できる。従って、ｅノードＢ１６０ａは、
例えば、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、そしてそのＷＴＲＵから無線信号を受信
するための複数のアンテナを使用できる。
【００４２】
　ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれを特定のセル（図示せず）と関連
付けることができ、そして無線リソース管理決定、ハンドオーバー決定、アップリンクお
よび／またはダウンリンクのユーザのスケジューリングなどを処理するように構成され得
る。図１Ｄに示すように、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、Ｘ２インタフェ
ースを介して互いに通信できる。
【００４３】
　図１Ｄに示したコアネットワーク１０７は、ＭＭＥモビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭ
Ｅ）１６２、サービングゲートウェイ１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤ
Ｎ）ゲートウェイ１６６を含むことができる。上述した要素のそれぞれをコアネットワー
ク１０７の一部として示しているが、これらの要素のいずれも、コアネットワーク通信業
者以外のエンティティによって所有および／または運用可能であることが認識されよう。
【００４４】
　ＭＭＥ１６２を、Ｓ１インタフェース経由でＲＡＮ１０４内のｅノードＢ１６０ａ、１
６０ｂ、１６０ｃのそれぞれに接続でき、制御ノードとして機能できる。例えば、ＭＭＥ
１６２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証すること、ベアラのア
クティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期接続（init
ial attach）時に特定のサービングゲートウェイを選択することなどに関与することがで
きる。ＭＭＥ１６２はまた、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技
術を用いる他のＲＡＮ（図示せず）とを切り替える制御プレーン機能を提供することもで
きる。
【００４５】
　サービングゲートウェイ１６４をＳ１インタフェース経由でＲＡＮ１０４内のｅノード
Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれに接続できる。サービングゲートウェイ１６
４は一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへの／からのユーザデータパケット
をルートしてフォワードできる。サービングゲートウェイ１６４は、ｅノードＢ間のハン
ドオーバー時にユーザプレーンをアンカーすること、ダウンリンクデータがＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに使用可能になった時にページングをトリガすること、ＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストを管理して記憶することなどの、他の機
能も遂行できる。
【００４６】
　サービングゲートウェイ１６４はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにイン
ターネット１１０などの、パケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にすることができ
る、ＰＤＮゲートウェイ１６６にも接続され得る。
【００４７】
　コアネットワーク１０７は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０７は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにＰＳＴＮ１
０８などの回路交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃと従来の固定電話回線による通信デバイスとの間の通信を容易にすることがで
きる。例えば、コアネットワーク１０７は、コアネットワーク１０７とＰＳＴＮ１０８と
の間のインタフェースとして機能するＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメディアサ
ブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含むことができるか、またはこれと通信できる。さらに
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、コアネットワーク１０７は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用
される他の有線または無線通信ネットワークを含むことができる、ネットワーク１１２へ
のアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供できる。
【００４８】
　図１Ｅは、別の実施形態に従ったＲＡＮ１０５およびコアネットワーク１０９のシステ
ム図である。ＲＡＮ１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を用いて、エアインタフェ
ース１１７を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するアクセスサービス
ネットワーク（ＡＳＮ）であってよい。以下にさらに論じられるように、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃの異なる機能エンティティとＲＡＮ１０５とコアネットワーク１
０９との間の通信リンクを参照ポイントとして定義できる。
【００４９】
　図１Ｅに示すように、ＲＡＮ１０５は、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃおよびＡ
ＳＮゲートウェイ１８２を含むことができるが、ＲＡＮ１０５は、実施形態と整合性を保
った上で、任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含むことができることが認識さ
れよう。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃをそれぞれ、ＲＡＮ１０５内の特定のセル
（図示せず）と関連付けることができ、そしてそれぞれは、エアインタフェース１１７を
介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数のトランシ
ーバを含むことができる。一実施形態において、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは
、ＭＩＭＯ技術を実装できる。従って、基地局１８０ａは、例えば、ＷＴＲＵ１０２ａに
無線信号を送信する、およびそのＷＴＲＵから無線信号を受信するための複数のアンテナ
を使用できる。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃはさらに、ハンドオフトリガリング
、トンネル確立、無線リソース管理、トラフィック分類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシ
ー施行などの、モビリティ管理機能を提供することもできる。ＡＳＮゲートウェイ１８２
は、トラフィック集合ポイントとして機能でき、そしてページング、加入者プロファイル
のキャッシング、コアネットワーク１０９へのルーティングなどに関与することができる
。
【００５０】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ１０５との間のエアインタフェース１
１７は、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実装するＲ１参照ポイントとして定義され得る。さ
らに、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれは、コアネットワーク１０９と
の論理インタフェース（図示せず）を確立できる。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃとコアネットワーク１０９との間の論理インタフェースは、認証、承認、ＩＰホスト構
成管理、および／またはモビリティ管理に使用できる、Ｒ２参照ポイントとして定義され
得る。
【００５１】
　基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃのそれぞれの間の通信リンクは、ＷＴＲＵハンド
オーバーおよび基地局間のデータ転送を容易にするためのプロトコルを含むＲ８参照ポイ
ントとして定義できる。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃとＡＳＮゲートウェイ１８
２との間の通信リンクをＲ６参照ポイントとして定義され得る。Ｒ６参照ポイントは、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれと関連付けられるモビリティイベントに
基づいてモビリティ管理を容易にするためのプロトコルを含むことができる。
【００５２】
　図１Ｅに示すように、ＲＡＮ１０５をコアネットワーク１０９に接続できる。ＲＡＮ１
０５とコアネットワーク１０９との間の通信リンクは、例えば、データ転送およびモビリ
ティ管理能力を容易にするためのプロトコルを含むＲ３参照ポイントとして定義できる。
コアネットワーク１０９は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）１８４、
認証、承認、アカウンティング（ＡＡＡ）サーバ１８６、およびゲートウェイ１８８を含
むことができる。上述した要素のそれぞれをコアネットワーク１０９の一部として示して
いるが、これらの要素のいずれも、コアネットワーク通信業者以外のエンティティによっ
て所有および／または運用可能であることが認識されよう。
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【００５３】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理に関与することができ、そしてＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃが、異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネットワーク間でローミ
ングすることを可能にできる。ＭＩＰ－ＨＡ１８４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃにインターネット１１０などパケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にするこ
とができる。ＡＡＡサーバ１８６は、ユーザ認証およびユーザサービスのサポートに関与
することができる。ゲートウェイ１８８は、他のネットワークとの相互作用を容易にする
ことができる。例えば、ゲートウェイ１８８は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
にＰＳＴＮ１０８など回路交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃと従来の固定電話回線による通信デバイスとの間の通信を容易にす
ることができる。さらに、ゲートウェイ１８８は、他のサービスプロバイダによって所有
および／または運用される他の有線または無線ネットワークを含むことができる、ネット
ワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供できる。
【００５４】
　図１Ｅに示していないが、ＲＡＮ１０５を他のＡＳＮに接続でき、およびコアネットワ
ーク１０９を他のコアネットワークに接続できることが認識されよう。ＲＡＮ１０５と他
のＡＳＮとの間の通信リンクは、ＲＡＮ１０５と他のＡＳＮとの間のＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃのモビリティを調整するためのプロトコルを含むことができる、Ｒ４
参照ポイントとして定義され得る。コアネットワーク１０９と他のコアネットワークとの
間の通信リンクは、ホームコアネットワークと移動してきた（visited）コアネットワー
クとの間の相互作用を容易にするためのプロトコルを含むことができる、Ｒ５参照ポイン
トとして定義され得る。
【００５５】
　システム容量を増大して、増加するデバイス（例えば、無線送信／受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）など）にサービスを提供するために、マクロセルに加えてスモールセルのレイヤを
含む展開が考慮され得る。例えば、スモールセルのレイヤは、マクロセルのレイヤによっ
て使用される周波数帯域に比べ、別個の周波数帯域および／または同じ周波数帯域のいず
れかで動作するように構成され得る。このような展開を使用する結果、付加的なスペクト
ルの使用を経て、セルの再使用を経ておよび／またはスモールセル環境のチャネル特性に
起因して実現され得るスペクトル効率利得に起因して提供される付加的な容量が生じ得る
。例えば、信号対ノイズ比の大きい値がより頻繁に実現されるようにスモールセルと接続
されたデバイスとの間のパスロスの分散を行うことができる。
【００５６】
　現在のＬＴＥ（long term evolution）仕様は、セルサイズ、環境、およびデバイス速
度に関して広範囲の展開をサポートすることを目的としている。結果として、ＬＴＥリリ
ース８および／またはリリース１０の物理レイヤは、多様な展開のシナリオを満たすよう
な方法で設計および構成された可能性がある。従って、ＬＴＥ物理レイヤは現在、スモー
ルセル環境の特定のチャネル特性を最大限に利用する能力を有する方法で構成されていな
い場合もある。例えば、アップリンクカバレッジは、特にスモールセル環境で動作するよ
うに設計され得るさまざまな物理レイヤ技術によって強化され得る。
【００５７】
　スモールセルの例は、例えば、（例えば、数キロメートルの範囲を有し得るモバイルマ
クロセルと比較して）１０メートルから２００メートルの範囲を有し得る免許を受けたお
よび免許不要のスペクトルで動作する低出力の無線アクセスノード（例えば、ＮＢおよび
／またはｅＮＢ）を含むことができる。モバイルデータトラフィックの成長をサポートす
るために、ネットワークは、結果として無線スペクトルのより効率的な使用となる、デー
タオフローディングを遂行するためにスモールセルを使用できる。データオフローディン
グに対するこのようなスモールセルの使用は、単にマクロセルを使用するのに比べてより
効率的にＬＴＥ－Ａ（LTE-Advanced）のスペクトルの管理を促進できる。
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【００５８】
　スモールセルは、フェムトセル、ピコセル、および／またはマクロセルのうちの１また
は複数を含むことができる。スモールセルネットワークはまた、分散無線技術、例えば、
集中ベースバンドユニットおよびリモート無線ヘッドを使用して実現することもできる。
ビームフォーミング技術（例えば、無線信号／エネルギーをかなり特殊なエリアに集中さ
せる）を利用して、スモールセルのカバレッジをさらに強化または絞り込むことができる
。スモールセルを展開するために利用される多くのアプローチに共通の要因は、移動体通
信事業者によるスモールセルの集中管理である。
【００５９】
　スモールセルは、例えば、ＧＳＭ、ＣＤＭＡ２０００、時分割同期符号分割多重接続（
ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、ＷＣＤＭＡ、ＬＴＥ、ＷｉＭａｘ、および／または同種のものを含
む、広範囲のエアインタフェースに展開され得る。第三世代パートナーシッププロジェク
ト（３ＧＰＰ）の用語において、ホームノードＢ（ＨＮＢ）は、フェムトセルおよび／ま
たはその他のタイプのスモールセルを供給するように構成され得る。ホームｅノードＢ（
ＨｅＮＢ）は、ＬＴＥフェムトセルおよび／またはその他のタイプのスモールセルを供給
するように構成され得る。Ｗｉ－Ｆｉネットワークは、免許を受けたスペクトルで動作し
ないスモールセルの例である。結果として、免許を受けたスペクトルを通信事業者の制御
下で利用するスモールセルに比べてＷｉ－Ｆｉ展開を効率的に管理することがより困難に
なり得る。
【００６０】
　スモールセルの形式は、フェムトセルである。近距離で制限された数のチャネルを有す
るフェムトセルは当初、住宅および小規模の事業用に設計されていた。フェムトセルの範
囲と容量の増大により、メトロセル、メトロフェムトセル、パブリックアクセスフェムト
セル、エンタープライズフェムトセル、スーパーフェムト、クラス３フェムト、グレータ
ーフェムト（greater femtos）、およびマイクロセルを含む用語の拡散が生じた。用語「
スモールセル」は、このようなタイプの低出力および／または制限された範囲のセルのう
ちの１または複数を利用する展開を説明する包括的な用語として使用され得る。
【００６１】
　効率的なスモールセルの展開によって提供され得る潜在的なシステムスループット利得
を実現するために、アクセスシステムは、オーバーヘッドによって消費されるリソース量
を制限するように設計され得る。例えば、潜在的なオーバーヘッドのソースは、ユーザデ
ータを含まない物理信号によって使い果たされるリソースを含み得る。ユーザ情報を搬送
できない物理レイヤリソースの例は、復調参照信号（ＤＭ－ＲＳ）である。従って、以下
の技術のうちの１または複数を使用して、例えば、効率的なスモールセルスペクトルの使
用を促進するスモールセル展開用にＤＭ－ＲＳ伝送を変更することができる。本明細書に
記載の方法およびシステムは、任意の組み合わせにおいて使用されてよい。
【００６２】
　リソース利用を改善するために物理レイヤのオーバーヘッドを削減する例をスモールセ
ル環境に関連して説明することもあるが、本明細書に記載の例および技術は、マクロセル
環境における展開に等しく適用可能となる。従って、スモールセルの展開において本明細
書に記載の方法およびシステムを使用することによって一定の利益を実現できるが、実施
形態は、これらの技術をマクロ展開に利用することを企図し、従ってこの開示は、技術を
スモールセルの展開のみに限定するものと解釈されてはならない。
【００６３】
　例として、ＷＴＲＵは、システム内のＤＭ－ＲＳの伝送スケジュールを変更することに
よっておよび／またはＤＭ－ＲＳの伝送全体を削減することによってオーバーヘッドの削
減を可能にできる。例えば、ＤＭ－ＲＳのオーバーヘッドは、ＤＭ－ＲＳを送信するため
に使用されるリソース要素（ＲＥ）の数を減らすことによって削減され得る。ＤＭ－ＲＳ
伝送の削減は、時間領域および／または周波数領域において遂行され得る。例えば、ＤＭ
－ＲＳ伝送は、時間領域において所与の周波数リソースが１サブフレーム当たりおよび／
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または１伝送時間間隔（ＴＴＩ）当たりのＤＭ－ＲＳ伝送に使用され得る回数を制限する
ことによって制限され得る。例えば、ＷＴＲＵは、サブキャリアが１サブフレーム当たり
単一のＤＭ－ＲＳシンボルを有するようなサブキャリアを使用するように構成され得る。
一例において、ＤＭ－ＲＳオーバーヘッドの削減は、周波数領域において例えば、ＯＦＤ
ＭシンボルをＰＵＳＣＨ伝送とＤＭ－ＲＳ伝送との組み合わせに利用することによって実
現され得る。さらに、時間および／または周波数ＤＭ－ＲＳ伝送限界のハイブリッド結合
（combinations）は、ＤＭ－ＲＳ伝送のオーバーヘッドを削減するために利用され得る。
【００６４】
　ＤＭ－ＲＳ伝送は、１または複数のＤＭ－ＲＳを参照できる。例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送
は、１または複数のＲＥ、１または複数のＰＲＢ、１または複数のタイムスロット、１ま
たは複数のＯＦＤＭシンボル、および／またはデータストリームの１または複数のサブフ
レームに分散され得る１または複数のＤＭ－ＲＳによって特徴付けられる。ＷＴＲＵは、
１または複数の異なるＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールから選択するように構成され得る。Ｄ
Ｍ－ＲＳ伝送スケジュールは、本明細書に記載の例のうちの１または複数によって特徴付
けられる。ＤＭ－ＲＳ伝送構成は、１または複数の異なるサブフレームに使用され得る１
または複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを参照できる。
【００６５】
　一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送は、ＤＭ－ＲＳが１サブフレーム当たり２つのＯＦＤＭ
シンボルではなく、サブフレーム内の単一のＯＦＤＭシンボルに送信されることによって
特徴付けられる。ＤＭ－ＲＳが１サブフレーム当たり単一のＯＦＤＭシンボルに送信され
ると、ＤＭ－ＲＳは、サブフレームの２つのタイムスロットのうち単一のタイムスロット
に送信されるであろう。そのため、ＤＭ－ＲＳは、データストリームのサブフレームの単
一のＯＦＤＭシンボルにマップされ得る。
【００６６】
　より少ないＯＦＤＭシンボルがＤＭ－ＲＳ伝送に使用されると、（例えば、リリース８
／１０に従って）以前にＤＭ－ＲＳ伝送に使用された１または複数のＲＥが代わりに、（
例えば、ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ経由で）ユーザデータ伝送および／または
制御シグナリングに使用され得る。例えば、リリース８／１０において、タイムスロット
の４番目のシンボル（例えば、拡張循環プリフィックスでは３番目のシンボル）を使用し
て、（例えば、図２Ａに示すような）ＤＭ－ＲＳを送信することができる。一例において
、タイムスロットの４番目のシンボル（例えば、拡張循環プリフィックスでは３番目のシ
ンボル）を使用して、ＤＭ－ＲＳをサブフレームのタイムスロットの一方に送信すること
ができるが、サブフレームのタイムスロットの他方に送信することができない。代わりに
、以前ＤＭ－ＲＳ送信に使用されたシンボルをＰＵＳＣＨ伝送および／またはその他のＵ
Ｌ伝送に使用できる。
【００６７】
　図３Ａは、標準循環プリフィックスを用いたサブフレームの第１のタイムスロットへの
ＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。図３Ａに示すように、サブフレーム３
００は、２つのタイムスロットである、第１のタイムスロット３０２と第２のタイムスロ
ット３０４を含むことができる。ＤＭ－ＲＳ伝送３０６は、サブフレーム３００の第１の
タイムスロット３０２の４番目のＯＦＤＭシンボル３０８のように、ＯＦＤＭシンボルに
含まれることができる。ＤＭ－ＲＳ伝送３０６は、サブフレーム３００の第２のタイムス
ロット３０４に存在しない場合もある。例えば、第２のタイムスロット３０４の４番目の
ＯＦＤＭシンボルは、ＤＭ－ＲＳとは対照的にユーザデータおよび／または制御シグナリ
ングを含むことができる。第１のタイムスロット３０２の４番目のＯＦＤＭシンボル３０
８に含まれているものとして示されているが、ＤＭ－ＲＳ伝送３０６は、第１のタイムス
ロット３０２の任意のＯＦＤＭシンボルに含まれてよい。
【００６８】
　図３Ｂは、標準循環プリフィックスを用いたサブフレームの第２のタイムスロットへの
ＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。図３Ｂに示すように、サブフレーム３
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１０は、２つのタイムスロットである、第１のタイムスロット３１２と第２のタイムスロ
ット３１４を含むことができる。ＤＭ－ＲＳ伝送３１６は、サブフレーム３１０の第２の
タイムスロット３１４の４番目のＯＦＤＭシンボル３１８のように、ＯＦＤＭシンボルに
含まれることができる。ＤＭ－ＲＳ伝送３１６は、サブフレーム３１０の第１のタイムス
ロット３１２に存在しない場合もある。例えば、第１のタイムスロット３１２の４番目の
ＯＦＤＭシンボルは、ユーザデータおよび／または制御シグナリングを含むことができる
。第２のタイムスロット３１４の４番目のＯＦＤＭシンボル３１８に含まれているものと
して示されているが、ＤＭ－ＲＳ伝送３１６は、第２のタイムスロット３１４の任意のＯ
ＦＤＭシンボルに含まれてよい。
【００６９】
　ＷＴＲＵは、例えば、複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送スケ
ジュールを使用することを判定するように構成され得る。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは
、ＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームのサブフレームの単一のＯＦＤＭシンボルにマップ
されることによって特徴付けられる。そのため、ＤＭ－ＲＳ伝送は、サブフレームの単一
のタイムスロットにマップされ得る。ＯＦＤＭシンボルは、サブフレームの第１のタイム
スロットと関連付けられ、そしてＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、物理アップリンク共有
チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送および／または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）制御情報が（例えば、図３Ａに示すように）データストリームのサブフレームの第２の
タイムスロットの対応するＯＦＤＭシンボルにマップされることによって特徴付けられる
。ＯＦＤＭシンボルは、サブフレームの第２のタイムスロットと関連付けられ、そしてＤ
Ｍ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＰＵＳＣＨ伝送および／またはＰＵＣＣＨ制御情報が（例
えば、図３Ｂに示すように）データストリームのサブフレームの第１のタイムスロットの
対応するＯＦＤＭシンボルにマップされることによって特徴付けられる。タイムスロット
の対応するＯＦＤＭシンボルは、同じ相対的な時間または位置を有する別のタイムスロッ
トのＯＦＤＭシンボルを参照できる（例えば、タイムスロットのｎ番目のＯＦＤＭシンボ
ルが対応するＯＦＤＭシンボルとなるであろう）。
【００７０】
　ＤＭ－ＲＳ伝送を含むタイムスロットの識別は、例えば、１サブフレーム当たり単一の
スロットがＤＭ－ＲＳ伝送を有するＯＦＤＭシンボルを含むのであれば、複数のサブフレ
ームによって異なる。タイムスロットの識別情報は、サブフレーム内のタイムスロット（
例えば、第１のタイムスロットまたは第２のタイムスロット）の数または時間位置を参照
できる。例えば、第１のタイムスロットがＤＭ－ＲＳ伝送を含む、サブフレームのグルー
プ（複数）が存在することもあり、そしてまた、第２のタイムスロットがＤＭ－ＲＳ伝送
を含む、重複が可能な、サブフレームのグループ（複数）が存在することもある。例えば
、データストリームは、ＯＦＤＭ伝送スケジュールにより、ＤＭ－ＲＳ伝送が（例えば、
図３Ａに示すように）１または複数のサブフレームの第１のタイムスロットの単一のＯＦ
ＤＭシンボルに組み込まれ、および（例えば、図３Ｂに示すように）１または複数のサブ
フレームの第２のタイムスロットの単一のＯＦＤＭシンボルに組み込まれることによって
特徴付けられる。データストリームのサブフレーム（複数）は、ＤＭ－ＲＳ伝送を第１の
タイムスロットに組み込むサブフレーム（複数）とＤＭ－ＲＳ伝送を第２のタイムスロッ
トに組み込むサブフレーム（複数）とを入れ替えることができる。ＤＭ－ＲＳ伝送を第１
のタイムスロットに組み込むサブフレーム（複数）は、ＤＭ－ＲＳ伝送を第２のタイムス
ロットに組み込むサブフレーム（複数）と等しい、それよりも多い、またはそれよりも少
ない場合もある。
【００７１】
　一例において、ＷＴＲＵは、割り振りと関連付けられた物理リソースブロック（複数）
（ＰＲＢ（複数））に基づいてＤＭ－ＲＳ伝送を含む（および／または含まない）タイム
スロットの識別情報を判定できる。従って、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用されるタイムスロット
は、ＰＲＢに基づいて異なる。例えば、ＰＲＢのセットは、第１のタイムスロットが第１
のタイムスロットの適切なシンボルへのＤＭ－ＲＳ伝送を含むサブフレーム内に存在し得



(18) JP 2016-510548 A 2016.4.7

10

20

30

40

50

る。第２のタイムスロットが第２のタイムスロットの適切なシンボルへのＤＭ－ＲＳ伝送
を含む、ＰＲＢの第１のセットと重複が可能な、ＰＲＢの第２のセットが存在し得る。
【００７２】
　一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用されるＯＦＤＭシンボルは、タイムスロットのエ
ッジにシフトされ得る。例えば、ＤＭ－ＲＳが第１のタイムスロットだけに送信されるこ
とになれば、第１のタイムスロットの最後のシンボルは、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用され得る
。それに対し、ＤＭ－ＲＳが第２のタイムスロットだけに送信されることになれば、第２
のタイムスロットの最初のシンボルは、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用され得る。
【００７３】
　図４は、標準循環プリフィックスを用いたサブフレームのタイムスロットのエッジにシ
フトされ得るＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。図４に示すように、サブ
フレーム４００は、２つのタイムスロットである、第１のタイムスロット４０２と第２の
タイムスロット４０４を含むことができ、そしてサブフレーム４１０は、２つのタイムス
ロットである、第１のタイムスロット４１２と第２のタイムスロット４１４を含むことが
できる。サブフレーム４１０は、サブフレーム４００の後続サブフレーム（例えば、連続
サブフレーム）となる。ＤＭ－ＲＳ伝送４０６は、サブフレーム４００の第１のタイムス
ロット４０２の、標準循環プリフィックスでは７番目のＯＦＤＭシンボル４０８などの、
最後のＯＦＤＭシンボルに含まれることができ、およびＤＭ－ＲＳ伝送４０６は、サブフ
レーム４１０の第２のタイムスロット４１４の最初のＯＦＤＭシンボル４１８に含まれる
ことができる。ＤＭ－ＲＳ伝送４０６は、サブフレーム４００の第２のタイムスロット４
０４に存在しない、およびサブフレーム４１０の第１のタイムスロット４１２に存在しな
い場合もある。例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送を含まないＯＦＤＭシンボルは、ＤＭ－ＲＳとは
対照的にユーザデータおよび／または制御シグナリングを含むことができる。
【００７４】
　一例において、グループは、いくつかのサブフレームがどのグループにも含まれないよ
うにすることができ、従って、いくつかのサブフレームは、ＤＭ－ＲＳ伝送を用いずに発
生できる。１または複数のサブフレームがＤＭ－ＲＳを含まない場合、ＤＭ－ＲＳをその
ようなサブフレームのチャネル推定のためのサブフレームバンドリングに利用するように
ネットワークを構成できる。結果として、別のサブフレームからのＤＭ－ＲＳを使用して
、ＤＭ－ＲＳ伝送を含まないサブフレームのチャネルを推定することができる。従って、
単一のＤＭ－ＲＳは、複数のサブフレームに適用可能となる。
【００７５】
　図５は、標準循環プリフィックスを用いたサブフレームバンドリングを使用した２つの
サブフレームへのＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。図５に示すように、
サブフレーム５００は、２つのタイムスロットである、第１のタイムスロット５０２と第
２のタイムスロット５０４を含むことができ、そしてサブフレーム５１０は、２つのタイ
ムスロットである、第１のタイムスロット５１２と第２のタイムスロット５１４を含むこ
とができる。サブフレーム５１０は、サブフレーム５００の後続サブフレーム（例えば、
連続サブフレーム）となる。ＤＭ－ＲＳ伝送５０６は、サブフレーム５００の第１のタイ
ムスロット５０２の４番目のＯＦＤＭシンボル５０８のように、ＯＦＤＭシンボルに含ま
れることができる。サブフレーム５１０は、ＤＭ－ＲＳ伝送５０６のＤＭ－ＲＳを含むこ
とができない。そのため、サブフレーム５００のＤＭ－ＲＳ伝送５０６を使用して、サブ
フレーム５１０のチャネルを推定できる。従って、単一のＤＭ－ＲＳ（例えば、サブフレ
ーム５００の４番目のＯＦＤＭシンボル５０８に含まれるＤＭ－ＲＳ）は、複数のサブフ
レーム（例えば、サブフレーム５１０）に適用可能となる。サブフレーム５００の第２の
タイムスロット５０４の４番目のＯＦＤＭシンボル５０８に含まれているものとして示さ
れているが、ＤＭ－ＲＳ伝送５０６は、サブフレーム５００のタイムスロット５０２、５
０４のいずれかの任意のＯＦＤＭシンボルに含まれてよい。後続サブフレームに使用され
るものとして示されているが、ＤＭ－ＲＳ伝送５０６を使用して、サブフレーム５１０の
前に置かれたサブフレームのチャネルを推定できる。
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【００７６】
　一例において、ＷＴＲＵは、ＤＭ－ＲＳ伝送がインターレースされた周波数分割多重（
ＦＤＭ）を利用するように構成され得る。例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送は、サブキャリアのサ
ブセットを介して適切なＯＦＤＭシンボル（例えば、標準循環プリフィックスでは４番目
のＯＦＤＭシンボル、拡張循環プリフィックスでは３番目のＯＦＤＭシンボル、拡張ＤＭ
－ＲＳに使用されるその他のＯＦＤＭシンボルなど）に送信され得る。サブセット部分で
はないサブキャリアを（例えば、ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ経由で）ユーザデ
ータのデータ伝送および／または他の制御チャネル伝送に使用できる。
【００７７】
　例えば、ＤＭ－ＲＳは、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、および／またはその他のＵＬチャネ
ルを用いてインターレースされ得る。例えば、所与のＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの
半分をＤＭ－ＲＳ伝送に使用できる一方、もう半分をＰＵＳＣＨに使用できる。例として
、ＯＦＤＭシンボルの偶数のサブキャリアをＤＭ－ＲＳ伝送に使用できる（例えば、ＤＭ
－ＲＳデータは、ＯＦＤＭシンボルの偶数のサブキャリアに対応するＲＥにマップされる
）一方、奇数のサブキャリアをＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨに使用でき（例えば
、ＰＵＳＣＨデータは、ＯＦＤＭシンボルの奇数のサブキャリアに対応するＲＥにマップ
される）、逆の場合も同じである。
【００７８】
　一例において、典型的には（例えば、リリース８／１０による）所与のＯＦＤＭシンボ
ルのＤＭ－ＲＳ伝送に利用されるサブキャリアの半分をＤＭ－ＲＳ伝送に使用できる一方
、もう半分のＲＥを、例えば、ＤＭ－ＲＳオーバーヘッドを削減するために、他のタイプ
のデータ伝送に使用できる。一例において、典型的には（例えば、リリース８／１０によ
る）所与のＯＦＤＭシンボルのＤＭ－ＲＳ伝送に利用されるサブキャリアの半分を超え、
または半分未満をＤＭ－ＲＳ伝送に使用できる。例えば、所与のＤＭ－ＲＳ伝送に使用さ
れるサブキャリアの総数は、ＷＴＲＵに割り当てられたサブキャリアの総数よりも少ない
整数になり得る。一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用されるサブキャリアの総数は、１
２の倍数を保ち、従って、レガシーのＤＭ－ＲＳ用に設計されたＺａｄｏｆｆ Ｃｈｕ（
ＺＣ）シーケンスの再使用が可能となる。同様に、一部のＰＲＢがＤＭ－ＲＳ伝送を含み
、そして他のＰＲＢは含まない場合、ＤＭ－ＲＳ伝送を含むＰＲＢの数は、ＤＭ－ＲＳ伝
送を含まないＰＲＢの数とは異なる。
【００７９】
　図６は、サブフレームの２つのタイムスロットの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シン
ボルのサブキャリアのサブセットへのＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である。
図６に示すように、サブフレーム６００は、２つのタイムスロットである、第１のタイム
スロット６０２と第２のタイムスロット６０４を含むことができる（例えば、ＰＲＢで表
され得るが、そのようなサイズに限定されない）。タイムスロット６０２、６０４内のＯ
ＦＤＭシンボルは、ＤＭ－ＲＳ伝送６２０を含むことができるが、ＤＭ－ＲＳ伝送６２０
は、ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアのサブセットに含まれることができる。例えば、サ
ブフレーム６００の第１のタイムスロット６０２の４番目のＯＦＤＭシンボル６０６のサ
ブキャリアのサブセットがＤＭ－ＲＳ伝送６２０を含むことができる一方、４番目のＯＦ
ＤＭシンボル６０６の残りのサブキャリアは、ユーザデータおよび／または制御シグナリ
ングを含むことができる。言い換えれば、４番目のＯＦＤＭシンボル６０６のＰＲＢの１
または複数のＲＥがＤＭ－ＲＳを含むことができる一方、ＰＲＢの残りのＲＥは、ユーザ
データおよび／または制御シグナリングを含むことができる。同様に、サブフレーム６０
０の第２のタイムスロット６０４の４番目のＯＦＤＭシンボル６０８のサブキャリアのサ
ブセットがＤＭ－ＲＳ伝送６２０を含むことができる一方、４番目のＯＦＤＭシンボル６
０６の残りのサブキャリアは、ユーザデータおよび／または制御シグナリングを含むこと
ができる。例えば、ＯＦＤＭシンボル６０６およびＯＦＤＭシンボル６０８の奇数のサブ
キャリアがＤＭ－ＲＳ伝送６２０を含むことができる一方、ＯＦＤＭシンボル６０６およ
びＯＦＤＭシンボル６０８の偶数のサブキャリアは、ユーザデータおよび／または制御シ
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グナリングを含むことができる。
【００８０】
　サブフレーム６００の４番目のＯＦＤＭシンボル６０６、６０８に含まれているものと
して示されているが、ＤＭ－ＲＳ伝送６２０は、サブフレーム６００のタイムスロット６
０２、６０４のいずれかの任意のＯＦＤＭシンボルに含まれてよい。ＯＦＤＭシンボル６
０６およびＯＦＤＭシンボル６０８の奇数のサブキャリアに含まれているものとして示さ
れているが、ＤＭ－ＲＳ伝送６２０がＯＦＤＭシンボル６０６およびＯＦＤＭシンボル６
０８の偶数のサブキャリアに含まれることができる一方、ユーザデータおよび／または制
御シグナリングは、ＯＦＤＭシンボル６０６およびＯＦＤＭシンボル６０８の奇数のサブ
キャリアに含まれることができる。ＤＭ－ＲＳ伝送６２０を含む第１のタイムスロット６
０２のＯＦＤＭシンボルは、ＤＭ－ＲＳ伝送６２０を含む第２のタイムスロット６０４の
ＯＦＤＭシンボルとは異なる（例えば、異なる位置）。ＤＭ－ＲＳ伝送６２０を含むＲＥ
の数、順序付け、および／または位置は、サブフレームのタイムスロット間、データスト
リームのサブフレーム間、および／またはＤＭ－ＲＳ伝送６２０と関連付けられたＰＲＢ
間で異なる。
【００８１】
　一例において、ＰＲＢの適切なＯＦＤＭシンボルの最初の６つのサブキャリアをＤＭ－
ＲＳ伝送に使用できる一方、最後の６つのサブキャリアを（例えば、ＰＵＳＣＨおよび／
またはＰＵＣＣＨ経由で）ユーザデータおよび／または制御シグナリングの伝送に使用で
き、逆の場合も同じである。図７は、サブフレームの２つのタイムスロットのＯＦＤＭシ
ンボルのサブキャリアのサブセットへのＤＭ－ＲＳ伝送の例示的なマッピングの図である
。図７に示すように、第１のタイムスロット７０２のＰＲＢの、４番目のＯＦＤＭシンボ
ル７０６などの、ＯＦＤＭシンボルの最初の６つのサブキャリアをＤＭ－ＲＳ伝送７２０
に使用できる一方、ＰＲＢの最後の６つのサブキャリアを（例えば、ＰＵＳＣＨおよび／
またはＰＵＣＣＨ経由で）ユーザデータおよび／または制御シグナリングの伝送に使用で
きる。同様に、第２のタイムスロット７０４のＰＲＢの、４番目のＯＦＤＭシンボル７０
８などの、ＯＦＤＭシンボルの最初の６つのサブキャリアをＤＭ－ＲＳ伝送７２０に使用
できる一方、ＰＲＢの最後の６つのサブキャリアを（例えば、ＰＵＳＣＨおよび／または
ＰＵＣＣＨ経由で）ユーザデータおよび／または制御シグナリングの伝送に使用できる。
サブフレーム７００の４番目のＯＦＤＭシンボル７０６、７０８に含まれているものとし
て示されているが、ＤＭ－ＲＳ伝送７２０は、サブフレーム７００のタイムスロット７０
６、７０８のいずれかの任意のＯＦＤＭシンボルに含まれてよい。一例において、ＯＦＤ
Ｍシンボルは、サブフレーム７００のタイムスロット７０６、７０８によって異なる。
【００８２】
　一例において、いくつかのタイムスロットおよび／またはサブフレームに対し、ＰＲＢ
のサブキャリア（例えば、ＰＲＢの全てのサブキャリア）をＰＵＳＣＨおよび／またはＰ
ＵＣＣＨ伝送に使用できる（例えば、ＷＴＲＵは、ＰＲＢのＤＭ－ＲＳの送信を控えるこ
とができる）。所与のＰＲＢがＤＭ－ＲＳ伝送を含まなければ、ＷＴＲＵに複数のＰＲＢ
を割り当てることができ、その複数のＰＲＢは、（例えば、サブキャリアの１つまたは全
てのサブセットへの）ＤＭ－ＲＳ伝送を含む１または複数のＰＲＢと、ＤＭ－ＲＳ伝送を
含まない１または複数のＰＲＢとの組み合わせとすることができる。そのため、ＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝送を含まない１または複数のＰＲＢおよびＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送を含む１または複数のＰＲＢにより、ＤＭ－ＲＳ伝送を含むＰＲＢが、ＰＲＢの１
または複数のＯＦＤＭシンボルの１または複数のサブキャリアへのＤＭ－ＲＳ伝送を含む
ことができることによって特徴付けられる。
【００８３】
　インターレースされたＦＤＭが利用されると、ＯＦＤＭシンボルのＤＭ－ＲＳ部のピー
ク対平均電力（ＰＡＰＲ）は、ＺＣシーケンス生成により低下する。同様に、ＯＦＤＭシ
ンボルのＰＵＳＣＨ部のＰＡＰＲは、離散フーリエ変換（ＤＦＴ）プリコーディングの使
用により低下する。しかしながら、ＤＭ－ＲＳ伝送およびＰＵＳＣＨ伝送が多重化される



(21) JP 2016-510548 A 2016.4.7

10

20

30

40

50

と、（例えば、各信号が低ＰＡＰＲによって特徴付けられる）２つの信号を組み合わせて
単一の信号にする結果、もはや低ＰＡＰＲによって特徴付けられない伝送が生じ得ること
となる。インターレースされたシンボルを低ＰＡＰＲ特性に保つことを保証するために、
ＷＴＲＵは、それに応じてＰＵＳＣＨ　ＲＥの電力をスケールするように構成され得る。
一例において、ＷＴＲＵは、インターレースされたＯＦＤＭシンボルのスケールされたＰ
ＵＳＣＨの復調を補助するスケーリング因子を使用できる。例えば、ＷＴＲＵは、インタ
ーレースされたＯＦＤＭシンボルのスケールされたＰＵＳＣＨの復調を補助するためにそ
のＷＴＲＵの伝送のスケーリング値を含むことができる。一例において、ＷＴＲＵは、イ
ンターレースされたシンボルがその低ＰＡＰＲ特性を失う際にＷＴＲＵが使用できる認可
されたスケール値で構成され得る。
【００８４】
　一例において、時間および／または周波数多重化を組み合わせる方法を使用して、ＤＭ
－ＲＳ伝送に利用されるリソースの数を減少できる。例えば、いくつかの実施形態におい
て、１サブフレーム当たり単一のタイムスロットをＤＭ－ＲＳ伝送に使用できる。ＤＭ－
ＲＳ伝送に使用されるタイムスロットの識別情報は、所与の割り振りと関連付けられたＰ
ＲＢ（複数）に依存する。例えば、ＷＴＲＵは、ＰＲＢ（例えば、奇数のＰＲＢ）の第１
のサブセットのサブフレームの第１のタイムスロットへのＤＭ－ＲＳ伝送を利用し、およ
びＰＲＢ（例えば、偶数のＰＲＢ）の第２のサブセットのサブフレームの第２のタイムス
ロットへのＤＭ－ＲＳ伝送を利用するように構成され得る。一例において、ＤＭ－ＲＳ伝
送を含むＰＲＢの数は、ＤＭ－ＲＳ伝送を利用しないＰＲＢの数よりも多い、少ない、ま
たは等しい。一例において、ＷＴＲＵは、ＰＲＢの第２のサブセットの単一の（例えば、
代替可能である）タイムスロットを利用し、および／またはＰＲＢの第３のサブセットの
いずれかのタイムスロットへのＤＭ－ＲＳの送信を控えるために、ＰＲＢの第１のサブセ
ットのＤＭ－ＲＳ伝送のサブフレームの２つの（例えば、両方の）タイムスロットを利用
するように構成され得る。
【００８５】
　一例において、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ伝送およびＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送のインターリービングを両方のタイムスロットおよび／または各ＰＲＢに使用でき
る。結果として、所与のサブキャリアは、スロットまたはサブフレームの間にそのサブキ
ャリアにマップされるＤＭ－ＲＳシンボル、スロットまたはサブフレームの間にそのサブ
キャリアにマップされる単一のＤＭ－ＲＳシンボル、および／またはスロットまたはサブ
フレームの間にそのサブキャリアにマップされる２つのＤＭ－ＲＳシンボルを全く有しな
い。例えば、所与のＰＲＢに対し、奇数のサブキャリアは、第１のタイムスロットの適切
なシンボルへのＤＭ－ＲＳ伝送を含むことができる一方、偶数のサブキャリアは、第２の
タイムスロットの適切なシンボルへのＤＭ－ＲＳ伝送を含むことができ、逆の場合も同じ
である。
【００８６】
　インターレースされた周波数分割多重を使用して、ＤＭ－ＲＳ伝送のオーバーヘッドを
削減すれば、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用されるシーケンス（例えば、パイロットシーケンス）
を変更できる。例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールによって所与のリソース要素にマッ
プされるＤＭ－ＲＳシーケンスの値は、普通ならＤＭ－ＲＳがさらに送信されてリソース
要素のレガシー方式に使用されるはずの値と同じになる。レガシー方式と同じシーケンス
およびリソースマッピングを使用できるが、削減方式に従っていくつかのリソース要素を
ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨシンボルと置換できるようにパンクチャリングを用
いる。
【００８７】
　別の例として、ＤＭ－ＲＳシーケンスは、ＰＵＳＣＨリソース割り振りのサブキャリア
ＭPUSCH

SCの数よりも少ない、所与のタイムスロットＭRS
SCのアップリンク（ＵＬ）ＤＭ

－ＲＳが利用可能なリソース要素のシンボルの実数に基づいて算出され得る。ＤＭ－ＲＳ
を１つのタイムスロットに送信するために使用されるサブキャリアの総数が１２の倍数で
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あれば、ＷＴＲＵは、レガシーのＤＭ－ＲＳ伝送に利用されるシーケンス生成方法を再使
用できる。ＷＴＲＵは、許可されたＰＲＢの数および／またはＲＥの総数に対するＤＭ－
ＲＳ伝送に使用されるＲＥの比に基づいて、適切なシーケンス長を判定できる。例えば、
ＤＭ－ＲＳシンボルおよびＰＵＳＣＨシンボルが同じタイムスロット内に散在する、イン
ターレースされた周波数分割多重化方式の場合、参照信号シーケンスは、例えば、（例え
ば、ＤＭ－ＲＳが２分の１に減る場合の）
【００８８】
【数１】

【００８９】
を除き、数式に基づいて算出される。ＤＭ－ＲＳのＲＥへのマッピングを事前構成でき、
および／または以前のリリースと同様の順序付けで遂行できるが、ＷＴＲＵは、スキップ
されるサブキャリアがＤＭ－ＲＳ伝送に使用されなければ、いくつかのサブキャリアをス
キップするように構成され得る。リソース要素へのマッピングは、例えば、ＤＭ－ＲＳに
指定されたリソース要素内で、サブキャリアが１番目でタイムスロットが２番目の順序に
よる、レガシー方式と同じルールに従ってもよい。
【００９０】
　ＤＭ－ＲＳを１つのシンボルに送信するために使用されるサブキャリアの数が１２の倍
数ではない場合、シーケンス（例えば、新しシーケンス）がＺＣシーケンスと同様のプロ
パティを満たすことが判定され得る。
【００９１】
　１サブキャリア当たり単一のＯＦＤＭシンボル（例えば、および／または単一のタイム
スロット）がＤＭ－ＲＳ伝送に使用される場合、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用されるシンボル（
および／またはタイムスロット）の識別情報は、時間にわたって（例えば、スロット番号
、サブフレーム番号、システムフレーム番号（ＳＦＮ）などの関数として）および／また
は周波数にわたって（例えば、サブキャリア番号の関数として、ＰＲＢの関数などとして
）変化する。シーケンスＭRS

SCのサイズは、ＭPUSCH
SCと同じサイズを保持する。リソー

ス要素へのマッピングは、例えば、タイムスロットが１番目でサブキャリアが２番目の順
序にできるように変更され得る。ＤＭ－ＲＳ伝送が第１のタイムスロットの適切なシンボ
ルの偶数のサブキャリアに含まれ、およびＤＭ－ＲＳ伝送が第２のタイムスロットの適切
なシンボルの奇数のサブキャリアに含まれる事例の場合、単一長１２＊ＮＺＣシーケンス
（例えば、ＮはＰＲＢの総数）のマッピングをサブキャリアに順次行うことができる。従
って、ＺＣシーケンスの１番目のシンボルを第１のタイムスロットの第１のサブキャリア
に配置することができる。ＺＣシーケンスの２番目のシンボルを第２のタイムスロットの
第２のサブキャリアに配置することができる。ＺＣシーケンスの３番目のシンボルを第１
のタイムスロットの第３のサブキャリアに配置することができ、そしてＺＣシーケンスの
４番目のシンボルを第２のタイムスロットの第４のサブキャリアに配置するなどができる
。このようなマッピングアプローチは、隣接するサブキャリアのグループが同じタイムス
ロットへのＤＭ－ＲＳ伝送（複数）を有する場合でも適用可能となる。例えば、サブキャ
リア０、１、２は、第１のタイムスロットにＤＭ－ＲＳデータを有することができる一方
、サブキャリア３、４、５は、第２のタイムスロットにＤＭ－ＲＳデータを有することな
どができる。
【００９２】
　一例において、ＷＴＲＵは、ネットワークによっていくつかのタイプのＤＭ－ＲＳ伝送
スケジュールを利用するように構成されるおよび／またはトリガされることができる。例
えば、ＷＴＲＵは、スモールセルおよび／またはマクロセルの検出および／またはそれら
のセルへの移動に基づいてトリガされ得る。ＷＴＲＵは、ネットワークから受信された明
示的シグナリング（例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング）に基づいていく
つかのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを利用するように構成され得る。例えば、ネットワー
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クは、ＷＴＲＵにＤＭ－ＲＳ伝送のより多いまたはより少ないリソース要素を充てるおよ
び／またはＤＭ－ＲＳ伝送に使用されるリソース要素の識別情報を変更するように構成で
きる。ＷＴＲＵが自身のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを変更することをトリガする以下の
方法のうちの１または複数は、任意の組み合わせにおいて使用されてよい。
【００９３】
　一例において、上位レイヤシグナリング（例えば、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）および
／またはＲＲＣシグナリング）は、ＷＴＲＵによって使用されることになるＤＭ－ＲＳ伝
送スケジュールを半静的（semi-statically）に示すことができる。一例において、メッ
セージは、単一ビットを使用して、レガシーの（例えば、リリース８、リリース１０など
）ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用するか、または削減されたオーバーヘッドによって
（例えば、ＤＭ－ＲＳの削減によって）特徴付けられたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使
用するかどうかを示すことができる。削減されたオーバーヘッドによって特徴付けられた
ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝送（複数）に使用されるＲＥの数を削減す
るスケジュールにすることができる。削減されたオーバーヘッドによって特徴付けられた
ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールのパラメータは、セルの物理セル識別子（ＰＣＩ）に結合ま
たはリンクされ得る。例えば、スモールセルは、削減されたオーバーヘッドによって特徴
付けられたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールにリンクされたＰＣＩと関連付けることができ、
マクロセルは、レガシーのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールにリンクされたＰＣＩと関連付け
ることができる。
【００９４】
　上位レイヤシグナリングは、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（例えば、削減されたＤＭ－
ＲＳ伝送スケジュールが使用されることになるかどうか、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用するスロ
ットおよび／またはサブキャリアの識別情報の表示など）を示すことができる。一例にお
いて、ＲＲＣを利用して、複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール、例えば、標準のＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送スケジュールおよびリソースを節約した（resource-saving）ＤＭ－ＲＳ伝送を提
供できる。動的シグナリング（例えば、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）経
由で受信される許可、ＰＤＣＣＨ命令、および／またはＭＡＣ制御要素（ＣＥ）などの、
レイヤ１（Ｌ１）シグナリング）を使用して、例えば、１ＵＬ伝送当たりに使用するＤＭ
－ＲＳ伝送スケジュールを示すことができる。
【００９５】
　削減されたオーバーヘッドによって特徴付けられたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールが（例
えば、使用される事前構成されたＤＭ－ＲＳパラメータ設定の表示を送信することによっ
て）動的に表示されることになれば、その構成をさまざまな方法で遂行できる。例えば、
ＵＬ許可に含まれるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）（例えば、ＤＣＩフォーマット０、
ＤＣＩフォーマット４、新しいＤＣＩフォーマットなど）は、使用されるパラメータの事
前構成された設定の識別情報を示すビット（複数）（例えば、新しいビット（複数））を
含むことができる。一例において、削減されたオーバーヘッドによって特徴付けられたＤ
Ｍ－ＲＳ伝送スケジュールの構成は、ＰＣＩおよび／または仮想セル識別子（ＶＣＩＤ）
にリンクまたは結合され、そして例えば、ＶＣＩＤ構成によって暗黙的に示されることが
できる。
【００９６】
　一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、アップリンク許可と関連付けられたプ
ロパティまたはパラメータに基づいて暗黙的に示すことができる。例えば、ＷＴＲＵは、
割り振りサイズ、変調符号化方式（ＭＣＳ）レベル、サブフレーム番号、フレーム番号、
伝送モード、許可が半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）と関連付けられているか否か、
などの１または複数に基づいて、適切なＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを判定するように構
成され得る。一例において、ＤＣＩフォーマット（例えば、新しいＤＣＩフォーマット）
をＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）の特定のセットに使用されるように設計できる。
一例において、適切なＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールをリンクまたは結合して、ＵＬ許可が
ＰＤＣＣＨ内のＷＴＲＵ固有のサーチ空間または共通のサーチ空間で受信されたかどうか
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を示すことができる。一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）をいくつかの
コンポーネントキャリアに結合またはリンクできる。従って、ＷＴＲＵは、ＵＬ許可に含
まれるキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）に基づいてＤＭ－ＲＳ伝送スケジュー
ルを利用するように暗黙的トリガされ得る。
【００９７】
　ＷＴＲＵは、リソース要素および／またはシンボルの同じセットでＰＵＳＣＨおよび／
またはＰＵＣＣＨ（例えば、および／またはその他のＵＬチャネルおよび／または信号）
と、ＤＭ－ＲＳ伝送を送信するように構成され得る。例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送およびＰＵ
ＳＣＨ伝送は、時間領域において（例えば、ＯＦＤＭシンボルのＲＥは、ＤＭ－ＲＳ伝送
データとＰＵＳＣＨ伝送データの両方を含むことができる）、周波数領域において（例え
ば、サブキャリアおよび／またはＰＲＢ内のＲＥは、ＤＭ－ＲＳ伝送データとＰＵＳＣＨ
伝送データの両方を含むことができる）、および／または時間領域と周波数領域の両方に
おいて（例えば、ＲＥは、例えば、異なるカバーコードなどで区分された、異なる伝送レ
イヤにＤＭ－ＲＳ伝送データとＰＵＳＣＨ伝送データの両方を含むことができる）同じリ
ソースを占有できる。ＤＭ－ＲＳ伝送およびＰＵＳＣＨ伝送が同じリソースを占有するこ
とになれば、ＷＴＲＵは、自身の送信電力の半分をＤＭ－ＲＳ伝送に割り振り、半分をＰ
ＵＳＣＨ伝送に（例えば、他のＵＬチャネル（複数）および／または信号（複数）の伝送
に）割り振ることができる。
【００９８】
　復調を促進するために、ＷＴＲＵは、例えば、伝送が同じＲＥを占有することになれば
、ＤＭ－ＲＳ伝送をＰＵＳＣＨ伝送と区分することを可能にする、直交カバーコード（Ｏ
ＣＣ）を利用するように構成され得る。例えば、ＷＴＲＵは、ＤＭ－ＲＳに使用される２
つの時間シンボルで同じデータシンボル（例えば、ＰＵＳＣＨ伝送）を反復するように構
成され得る。ＤＭ－ＲＳシンボルの適切なＯＣＣプリコーディング（例えば、［１　１］
）および／またはＰＵＳＣＨシンボルの適切なＯＣＣプリコーディング（例えば、［１　
－１］）の使用により、ｅＮＢにおいて正しい復調を可能にできる。このような符号化技
術は、本明細書に記載のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの例と併せて使用できる。
【００９９】
　ＰＵＳＣＨ（例えば、および／またはＰＵＣＣＨ）とＤＭ－ＲＳ伝送が衝突する（例え
ば、１サブフレーム当たり単一のシンボルをＤＭ－ＲＳ伝送に使用するなどの）一例にお
いて、ＤＭ－ＲＳ伝送（複数）と衝突するＲＥにマップされることになるＰＵＳＣＨデー
タは、例えば、同じシンボルのＤＭ－ＲＳと衝突する他のＲＥに複製され得る。例えば、
ＤＭ－ＲＳ伝送に使用されるＲＥにマップされることになるＰＵＳＣＨデータは、成功す
る受信の尤度を増やすために（例えば、少なくとも２つのＲＥは、関連のあるＰＵＳＣＨ
データのコピーを含むように）１または複数の付加的ＲＥに送信され得る。例えば、ＰＵ
ＳＣＨデータがＤＭ－ＲＳ伝送によって送信される時に２つのＲＥにおいて複製されると
、同じＤＭ－ＲＳ伝送もその同じＲＥペアにおいて複製され得る。このようなアプローチ
が利用されるのであれば、ＯＣＣは、シンボルよりはむしろサブキャリアに適用され得る
。例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送のデータは、第１のタイムスロットのシンボル４にマップされ
、そしてサブキャリア０、２、４、６、８、１０にマップされ得る。このような場合、サ
ブキャリア０、２、および４のＰＵＳＣＨをサブキャリア６、８、および１０に複製でき
る。さらに、サブキャリア０、２、および４に送信されるＤＭ－ＲＳデータをサブキャリ
ア６、８、および１０に複製できる。ＯＣＣの値［ａ　ｂ］がＰＵＳＣＨに使用され、そ
してＯＣＣの値［ｃ　ｄ］がＤＭ－ＲＳ伝送に使用されると、ａ、ｂ、ｃ、および／また
はｄの値を選択して符号多重化を促進できる。例えば、サブキャリア０、２、および４へ
のＰＵＳＣＨ伝送は、‘ａ’で多重化される一方、サブキャリア６、８、および１０への
ＰＵＳＣＨ伝送は、‘ｂ’で多重化され得る。サブキャリア０、２、および４へのＤＭ－
ＲＳ伝送は、‘ｃ’で多重化され、そしてサブキャリア６、８、および１０へのＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送は、‘ｄ’で多重化され得る。
【０１００】
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　一例において、ＷＴＲＵは、保存されたトーン（tone）を使用してＰＵＳＣＨ伝送（例
えば、および／またはＰＵＣＣＨ伝送）をＤＭ－ＲＳ伝送にインターレースするように構
成され得る。例えば、ＰＵＳＣＨまたは他のデータが１つのシンボル内の異なるサブキャ
リアを介してＤＭ－ＲＳ伝送にインターレースされると、ＰＵＳＣＨデータは、ＰＡＰＲ
を削減するＤＦＴの出力として作成され、そしてＤＭ－ＲＳ伝送をＰＡＰＲも削減するＺ
Ｃシーケンスにすることができる。ＤＭ－ＲＳ伝送およびＰＵＳＣＨ伝送を１つの時間シ
ンボルにインターレースすることは、シンボル全体のＰＡＰＲプロパティに影響を与える
。一例において、ＯＦＤＭシンボル全体の最大ピークを下げるために、トーン保存を使用
できる。例えば、１つのＯＦＤＭシンボル（標準循環プリフィックスの場合、第１のタイ
ムスロットの４番目のシンボル）において、一部のサブキャリアをＤＭ－ＲＳ伝送に使用
でき、他のサブキャリアをＰＵＳＣＨ伝送に使用でき、そして他のサブキャリアを保存さ
れたトーンに使用できる。保存されたトーンをＯＦＤＭシンボル全体の最大ピークが抑圧
されるような方法で変調でき、それによって電力増幅器のバックオフを減少させることが
できる。
【０１０１】
　例として、ＷＴＲＵは、ＤＭ－ＲＳ伝送ＲＥ、ＰＵＳＣＨ伝送ＲＥ（例えば、および／
またはＰＵＣＣＨ伝送ＲＥ）と保存されたトーンとの間の３つのサブキャリアの間隔（sp
acing）で構成され得る。異なるサブキャリアのシフトは、例えば、伝送が衝突しないこ
とを保証するために、ＤＭ－ＲＳ伝送、ＰＵＳＣＨ伝送、および保存されたトーン伝送の
うちの１または複数に適用可能にすることができる。例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送は、適切な
ＯＦＤＭシンボルのサブキャリア（例えば、サブキャリア０、３、６、９）の第１のサブ
セットにマップされ、ＰＵＳＣＨ伝送は、同じＯＦＤＭシンボルのサブキャリア（例えば
、サブキャリア１、４、７、１０）の第２のサブセットにマップされ、そして残りのサブ
キャリア（例えば、２、５、８、１１）は、ＯＦＤＭシンボルのより大きいピークを下げ
るように構成されたトーンのために保存され得る。
【０１０２】
　一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送、ＰＵＳＣＨ伝送、および保存されたトーンの伝送のう
ちの１または複数は、ＰＲＢのそれぞれの（例えば、重複が可能な）セットの一部または
全てのサブキャリア、例えば、１つのＰＲＢ内のサブキャリアのうちの１または複数を使
用するように構成され得る。一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送に使用されるＲＥの総数、Ｐ
ＵＳＣＨ伝送に使用されるＲＥの総数、および／または保存されたトーン伝送に使用され
るＲＥの総数は、ＯＦＤＭシンボル固有および／またはＰＲＢ固有にすることができ、お
よび／または異なる目的に使用されるＲＥの比は、時間および／または周波数にわたって
変化する。例えば、ＷＴＲＵは、ＤＭ－ＲＳ伝送、ＰＵＳＣＨ伝送、および／または保存
されたトーン伝送に使用するＲＥサブセットで構成され得る。サブセットは、可能なＲＥ
サブセットのテーブルにマップされるビットマップおよび／またはビットストリームを使
用して、明示的に構成され得る。一例において、（例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送、ＰＵＳＣＨ
伝送、および／または保存されたトーン伝送用の）ＲＥサブセットは、構成パラメータか
ら取得できる。このような構成パラメータは、ＲＥ周期性および／またはサブキャリアシ
フトを含むことができる。
【０１０３】
　一例において、ＷＴＲＵは、ユーザデータ（例えば、ＰＵＳＣＨデータ）を用いて１ま
たは複数の参照信号（例えば、ＤＭ－ＲＳ）をプリコードするように構成され得る。ＳＣ
－ＦＤＭＡを使用して、例えば、ＬＴＥのＵＬ伝送において、ＰＡＰＲを最小にできる。
一例において、インターレースされたＰＵＳＣＨおよびＤＭ－ＲＳシンボルは、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ信号ジェネレータに入力され、例えば、相対的に低いＰＡＰＲを維持する間にＤＭ
－ＲＳ伝送と関連付けられたオーバーヘッドを削減することができる1。ＳＣ－ＦＤＭＡ
信号ジェネレータへの入力を形成するビットストリームは、ＰＵＳＣＨおよびＤＭ－ＲＳ
変調シンボルの変更を含むことができる。一例において、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号ジェネレー
タへの入力を形成するビットストリームは、（例えば、ＯＦＤＭシンボル、スロット、サ
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ブフレームなどに）送信されることになるＤＭ－ＲＳ変調信号と、その後に続いて送信さ
れることになるＰＵＳＣＨ変調信号を含むことができる（例えば、逆の場合も同じである
）。ＤＦＴの出力は、適切なＯＦＤＭシンボル（例えば、標準循環プリフィックスでは第
１および／または第２のタイムスロットの４番目のＯＦＤＭシンボル）に適用され得る。
この場合、ＲＳは、ＺＣシーケンスとは異なる場合もある。例えば、セルのＰＣＩおよび
／またはＶＣＩＤに基づいて初期化されるゴールドシーケンスを使用できる。
【０１０４】
　ＤＭ－ＲＳのオーバーヘッドを削減するために、ＷＴＲＵは、ＤＭ－ＲＳ伝送を用いず
にＵＬ伝送（複数）を遂行するように構成され得る。ＤＭ－ＲＳの欠如を補償するために
、ＷＴＲＵは、ＤＭ－ＲＳフリーのＰＵＳＣＨ伝送が発生するサブフレームにプリコード
されたサウンディング参照信号（ＳＲＳ）および／またはプリコードされていないＳＲＳ
を送信するように構成され得る。ＳＲＳのプリコーディングは、例えば、ＬＴＥにおける
アップリンクプリコーダ行列がネットワークによって選択されるおよび／またはアップリ
ンクスケジューリング許可によってＷＴＲＵに提供されるのであれば、省略できる。
【０１０５】
　ＤＭ－ＲＳフリー伝送（複数）をＷＴＲＵに構成するために、ＳＲＳリクエストフィー
ルドを使用して、ＷＴＲＵがＤＭ－ＲＳフリー伝送を遂行しなければならないことを示す
ことができる。例えば、ＷＴＲＵは、上位レイヤによって構成されるＳＲＳリクエスト用
のＳＲＳパラメータ設定のうちの１つがＳＲＳを用いたＤＭ－ＲＳフリーのＰＵＳＣＨ伝
送に対応するように構成され得る。例えば、ＳＲＳリクエストフィールド値‘１１’は、
ＷＴＲＵがＤＭ－ＲＳフリーのＰＵＳＣＨを用いて非周期的ＳＲＳを送信するように構成
できる。一例において、ＷＴＲＵをＤＭ－ＲＳフリーのＰＵＳＣＨで構成するために、ネ
ットワークは、ＤＣＩフォーマット４および／または他のＤＣＩフォーマットのＵＬプリ
コーディング情報に使用される保存されたビットフィールドのうちの１つを使用できる。
ＵＬプリコーディング情報フィールドに対応するビットは、特定のプリコーダ行列ならび
にＤＭ－ＲＳフリーのＰＵＳＣＨ伝送の使用を示すことができる。例として、１つのコー
ドワードを有する２つのアンテナポートの場合、ビットフィールド６と７は、ＴＰＭＩ（
Transmitted Precoding Matrix Indicator）＝０とＴＰＭＩ＝１（例えば、または上位レ
イヤに構成されたおよび／または事前構成されたその他のＴＰＭＩ値）を有する、１つの
レイヤのＤＭ－ＲＳフリー伝送に使用され得る。２つのコードワードを有する２つのアン
テナポートの場合、ＴＰＭＩ＝０を有するビットフィールド１を使用して、２つのレイヤ
のＤＭ－ＲＳフリー伝送を示すことができる。１つのコードワードを有する４つのアンテ
ナポートの場合、（例えば、上位レイヤによって事前構成されたまたは構成されたいずれ
かの）利用可能なＴＰＭＩのサブセットを有するビットフィールド４０－６３は、１また
は２つのレイヤのＤＭ－ＲＳフリー伝送に再使用され得る。２つのコードワードを有する
４つのアンテナポートの場合、（例えば、上位レイヤシグナリングによって事前構成され
たおよび／または構成されたいずれかの）利用可能な任意のＴＰＭＩを有するビットフィ
ールド２９－６３は、２、３、および／または４つのレイヤのＤＭ－ＲＳフリー伝送に再
使用され得る。
【０１０６】
　一例において、ＷＴＲＵは、例えば、レガシーのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）
および／または１または複数の削減されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）を含むこ
とができる、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの任意の数を使用してＵＬデータを送信するこ
とができる。１または複数のサブフレームにおいて、ＷＴＲＵは、レガシーのＤＭ－ＲＳ
伝送スケジュールを使用できる一方、サブフレーム別のサブセットにおいてＷＴＲＵは、
ＤＭ－ＲＳをサブフレームの単一のタイムスロットに送信することができる。ＷＴＲＵは
、サブフレームのサブセットのうちの１または複数に対し、ＷＴＲＵが異なるＤＭ－ＲＳ
伝送スケジュールを使用できる場合、例えばＲＲＣシグナリングを介して、サブフレーム
のサブセットで半静的に構成され得る。例えば、２以上のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは
、第１のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールによってＤＭ－ＲＳが第１のスロットに送信され、



(27) JP 2016-510548 A 2016.4.7

10

20

30

40

50

そして第２のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールによってＤＭ－ＲＳが第２のスロットに送信さ
れることを定義できる。ＷＴＲＵは、第１のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを偶数のサブフ
レームに送信し、そして第２のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを奇数のサブフレームに送信
して、例えば、２つのＵＬ伝送が連続サブフレームで発生する時のチャネル推定の品質を
高めることができる。一例において、ＷＴＲＵは、上位レベルのシグナリングを介して、
インデックスとともに（例えば、各伝送スケジュールがインデックスを有して）ＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送スケジュールのうちの１または複数により構成され得る。ＷＴＲＵは、サブフレー
ム（例えば、各サブフレーム）にＵＬ許可ＤＣＩの対応するインデックスを付加すること
による適切なＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールで（動的に）構成され得る。一例において、Ｗ
ＴＲＵは、レガシーのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）ならびに削減されたオーバー
ヘッドによって特徴付けられたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）で構成され得る。１
または複数のビットは、ＵＬ許可に含まれ、そしてＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）
をトリガするために使用され得る。ビットの不在および／またはビットの所定の値（例え
ば、０または１）は、ＷＴＲＵにレガシーのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用させるこ
とができる。
【０１０７】
　ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを切り替えるルールが存在し得る。ＷＴＲＵは、異なるＤ
Ｍ－ＲＳ伝送スケジュール間で切り替える（例えば、動的に切り替える）ように構成され
得る。例えば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＲＩ、および／またはＣＱＩ／ＰＭＩがＰＵＳＣＨに
送信されるサブフレームは、第１のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用できる。それに対
し、データ（例えば、データのみ）が送信されるサブフレームは、第２のＤＭ－ＲＳ伝送
スケジュールを使用できる。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、伝送レイヤの数に基づいて
（例えば、暗黙的に）判定され得る。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳに使用
されるＯＣＣに基づいて（例えば、暗黙的に）判定され得る。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュー
ルは、ＤＭ－ＲＳに使用される仮想セルＩＤに基づいて（例えば、暗黙的に）判定され得
る。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳに使用されるシーケンスおよび／または
循環シフトに基づいて（例えば、暗黙的に）判定され得る。
【０１０８】
　使用されることになるＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、フレーム、サブフレーム、およ
び／またはタイムスロットの番号の関数にすることができる。ＷＴＲＵは、（例えば、各
々の）ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール、例えば、半永続的スケジューリングのサブフレーム
のセットで構成され得る。ＷＴＲＵは、以前に使用されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに
基づいてＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを判定できる。例えば、第１のサブフレームが第１
のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用すると、次にスケジュールされるサブフレームは、
例えば、事前構成された順序付けで、異なるＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに切り替えるこ
とができる。ＷＴＲＵは、例えば、事前構成された順序付けで、再伝送毎にＤＭ－ＲＳ伝
送スケジュールを切り替えるように構成され得る。
【０１０９】
　ＤＣＩを使用して、スケジュールされた許可によって使用されるＤＭ－ＲＳ伝送スケジ
ュールを判定できる。使用されるＤＣＩフォーマットは、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの
ＷＴＲＵを構成できる。ＤＣＩのプリコーディング情報フィールドの値は、どんなＤＭ－
ＲＳ伝送スケジュールを使用するかをＷＴＲＵに示すことができる。ＷＴＲＵは、レイヤ
の数に基づいて異なるＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用するように構成され得る。特定
の数のレイヤのアップリンク許可が復号されると、ＷＴＲＵは、適切なＤＭ－ＲＳ伝送ス
ケジュールを判定できる。
【０１１０】
　一例において、トランスポートブロックサイズを示すことができる。ＷＴＲＵが削減さ
れたオーバーヘッドによって特徴付けられたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用するサブ
フレームにおいて、トランスポートブロックサイズの判定は、ＷＴＲＵがレガシーのＤＭ
－ＲＳ伝送スケジュールを使用する場合とは異なる。ＵＬ許可に含まれる変調符号化方式
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（ＭＣＳ）は、トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）への異なるマッピングを有する
ことができる。ＷＴＲＵは、ＤＭ－ＲＳサブフレームに対してＭＣＳ対ＴＢＳマッピング
テーブル（例えば、新しいＭＣＳ対ＴＢＳマッピングテーブル）で構成され得る。このテ
ーブルは、ＤＭ－ＲＳオーバーヘッドの削減を考慮することができる。ＷＴＲＵは、半静
的にまたは動的に取得されることができたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを用いて、使用す
る適切なＭＣＳ対ＴＢＳマッピングテーブルを判定することができる。
【０１１１】
　別の一例において、ＵＬ許可に含まれるＭＣＳインデックスは、使用され得るＴＢＳテ
ーブルに暗示的に示すことができる。ＷＴＲＵは、ＭＣＳインデックスに基づいて使用さ
れ得るＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールのタイプを判定できる。ＭＣＳインデックスのサブセ
ットは、ＤＭ－ＲＳサブフレームのタイプと関連付けることができる。ＷＴＲＵは、上位
レイヤ経由で、ＭＣＳの値間のマッピング、および／またはＤＭ－ＲＳのタイプで構成さ
れ得る。例えば、ＷＴＲＵは、ＭＣＳインデックスのリストで構成され得る。このような
ＭＣＳインデックスは、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）（例えば、削減されたオー
バーヘッドによって特徴付けられたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール）にマップすることがで
き、そして他のＭＣＳインデックスは、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）（例えば、
レガシーのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数））にマップすることができる。
【０１１２】
　ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）に使用され得るＭＣＳ対ＴＢＳテーブルを明示的
に定義し、ＷＴＲＵに予め構成することができる。一例において、ＴＢＳ値は、レガシー
のＭＣＳ対ＴＢＳテーブルの関数として判定され得る。例えば、削減されたオーバーヘッ
ドによって特徴付けられたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）は、ＤＭ－ＲＳを１つの
タイムスロットに送信することによって取得されると、そのオーバーヘッドの削減は、１
ＰＲＢ当たり１２ＲＥ（例えば、１／１４の削減）となる。ＭＣＳインデックスを受信す
ると、ＷＴＲＵは、レガシーのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール用に構成されたテーブルを検
査すること、ＴＢＳ値に予め構成された値、例えば、
【０１１３】
【数２】

【０１１４】
を掛けることによって、床関数、例えば、
【０１１５】
【数３】

【０１１６】
を用いて、ＴＢＳの判定を行うことができる。ここで、ＴＢＳは、ＭＣＳ値から取得され
る。一例において、単一のタイムスロットに配置されたＤＭ－ＲＳのオーバーヘッドの節
約が１４ＰＲＢにつき１余剰ＰＲＢの利得と同等であれば、その節約を考慮して変換を遂
行できる。例えば、１４ＰＲＢ毎の割り当ては、１５ＰＲＢにつき１ＴＢＳにマップでき
る。調整は１４の倍数でない割り当てに付加される。ＴＢＳは、ＭＣＳとＰＲＢの数から
判定され、ＰＲＢの数は、例えば、
【０１１７】
【数４】

【０１１８】
　のように割り振られる。ここで、関数ｆは、事前構成されたマッピングテーブルの適切
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なロケーションであり、デルタは、事前構成された値である。
【０１１９】
　一例において、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）は、ＰＵＳＣＨの再伝送用に構成
され得る。ＷＴＲＵは、複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの使用をサポートできる。Ｄ
Ｍ－ＲＳ伝送スケジュールのタイプは、頻繁に変更し得る。この変更は、ＷＴＲＵが伝送
を行った後であるが、ＷＴＲＵが再伝送する前に発生し得る。それにより、この状況にお
いてＷＴＲＵが使用することが期待されるＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールのタイプは、曖昧
となる。一例において、ＷＴＲＵがＰＨＩＣＨのＮＡＣＫ経由で、ＷＴＲＵがトランスポ
ートブロックを再送信しなければならないことを示された場合、ＷＴＲＵは、以前の伝送
に使用されたものと同じＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを再使用すると見なされ、そのサブ
フレームのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールをオーバーライドする場合がある。
【０１２０】
　別の一例において、ＷＴＲＵは、再伝送を要求したＰＤＣＣＨのＵＬ許可を、例えば、
データインジケータの適切なトグル(toggle)によって提供され得る。ＷＴＲＵに、ＭＣＳ
インデックスの冗長バージョン経由で送信することが期待されることを示すことができる
。異なる冗長バージョンにマップするＭＣＳインデックスは、異なるグループに区分され
得る。グループ（複数）のうちの１または複数（例えば、各グループ）は、異なるＤＭ－
ＲＳ伝送スケジュールにマップできる。ＷＴＲＵは、例えば、このマッピングから、再伝
送に使用する適切なＭＣＳ／ＴＢＳならびに適切な冗長バージョンを推測するまたは判定
することを可能にできる。
【０１２１】
　一例において、ＷＴＲＵは、再伝送サブフレーム用に構成されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジ
ュールと、再伝送に使用する適切なＭＣＳ／ＴＢＳを判定するためにシグナルされた冗長
バージョンとの組み合わせを使用できる。冗長バージョンにマップされるＭＣＳインデッ
クスのうちの１または複数（例えば、各ＭＣＳインデックス）は、多様な意味を有し、再
伝送サブフレーム用に構成されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに応じて異なる。
【０１２２】
　一例において、再伝送を示すＵＬ許可の場合、ＷＴＲＵは、冗長バージョンにマップさ
れないＭＣＳインデックス（例えば、新しいＭＣＳインデックス）が提供され得る。この
ＭＣＳインデックスの存在は、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（例えば、削減されたオーバ
ーヘッドによって特徴付けられたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール）を再伝送サブフレームに
おいて使用できることをＷＴＲＵに暗示的に示すことができる。この存在は、例えば、Ｄ
Ｍ－ＲＳ伝送スケジュールに基づく適切なＴＢＳマッピングルールを使用して、使用する
ＭＣＳ／ＴＢＳをＷＴＲＵに示すことができる。異なる冗長バージョンを可能にするため
に、ＷＴＲＵは、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールが変わり、そしてＭＣＳが冗長バージョン
の表示に使用されない場合に使用される冗長バージョンの順に構成され得る。
【０１２３】
　一例において、ビットフラグは、再伝送のＵＬ許可に含まれ、使用され得るＤＭ－ＲＳ
伝送スケジュールのタイプを示すことができる。この表示（例えば、冗長バージョンをト
リガできる、ＭＣＳインデックスとの組み合わせにおいて）ＷＴＲＵに冗長バージョンな
らびに適切なＭＣＳ／ＴＢＳを判定させることができる。
【０１２４】
　１または複数の実施形態は、ＤＭ－ＲＳシーケンス生成を企図する。実施形態は、ＤＭ
－ＲＳシーケンス生成（例えば、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）の判定）に使用さ
れ得るシーケンスグループ番号が、理由の中でもとりわけ、１サブフレーム当たり単一の
ＤＭ－ＲＳが存在するならば、もはやタイムスロットの関数とならないことを認識する。
いくつかの実施形態において、シーケンスグループ番号ｕは、
　　Ｕ＝（ｆgh（ｎ）＋ｆss）ｍｏｄ３０
と定義され、ここでｎ＝ｉ－１は、例えば、理由の中でもとりわけ、削減されたＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送スケジュール（複数）の無線フレームへのｉ番目のＤＭ－ＲＳ伝送に対する。例え
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ば、ＷＴＲＵは、１または複数、または各々の、サブフレームが第１のタイムスロットに
配置された単一のＤＭ－ＲＳを有することができる無線フレームで構成されることができ
、ｎは、
　　ｎ＝ＳＦＮｍｏｄ１０
と定義され、ここでＳＦＮは、サブフレーム番号である。ｎの値は、例えば、理由の中で
もとりわけ、シーケンスホッピングおよび／または循環シフトホッピングのレガシー形態
（formulation）をスロット番号に置き換えるために再使用され得る。
【０１２５】
　シーケンスグループホッピング、シーケンスホッピング、および／または循環シフトホ
ッピングを、サブフレームを介して遂行することができ、および／またはホッピング値は
、例えば、シナリオの中でもとりわけ、シーケンス（例えば、単一のシーケンス）を複数
のシンボルに拡散することができる（例えば、単一のＤＭ－ＲＳの一部分を第１のタイム
スロット内に、一部分を第２のタイムスロット内に入れるハイブリッド方法）ＤＭ－ＲＳ
伝送スケジュール用のタイムスロットのペアに対して一定に保つことができる。
【０１２６】
　ｎのどんな値をＵＬ許可に使用できるかをＷＴＲＵに示す（例えば、明示的に示す）こ
とができる。シーケンスグループホッピング、シーケンスホッピング、および／または循
環シフトホッピングを、例えば、シナリオの中でもとりわけ、一方のＤＭ－ＲＳ伝送スケ
ジュールから他方に切り替わると、再開始することができる。
【０１２７】
　データおよび／または制御情報を多重化できる。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＲＩ、ＰＭＩ／Ｃ
ＱＩ、および／またはＵＬ－ＳＣＨデータに対し、１レイヤ当たりいくつかの符号化変調
シンボルを使用できる。いくつかのサブフレームにおいて、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩおよび
／またはＡＣＫを用いてデータを多重化できる。このようなシナリオにおいて、トランス
ポートブロックの１または複数、または各々のマッピングは、例えば、理由の中でもとり
わけ、削減されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール（複数）を正しく考慮するために、本明細
書に記載のルールのうちの１または複数に従って行うことができる。例えば、シナリオの
中でもとりわけ、ＷＴＲＵがＨＡＲＱ－ＡＣＫビット、および／またはランクインジケー
タビット、および／またはＣＱＩ／ＰＭＩビットを送信する時、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、およ
び／またはランクインジケータ、および／またはＣＱＩ／ＰＭＩに対し、１レイヤ当たり
の符号化変調シンボルの数Ｑ’をＮPUSCH-initial

symb、ＭPUSCH
SCおよび／またはＭPUSC

H-initial
SCの関数として判定することができ、ここで、

【０１２８】
【数５】

【０１２９】
となる。ＮUL

symbは、１サブフレーム当たりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数である。ＮSR

Sは、０または１のいずれかであり、理由の中でもとりわけ、サブフレームへのＳＲＳ伝
送があるかどうかに応じて恐らく異なる。ＭPUSCH

SCは、現在のサブフレームへのＰＵＳ
ＣＨ伝送用にスケジュールされた帯域幅である。ＭPUSCH-initial

SCは、初期の（Ｅ）Ｐ
ＤＣＣＨから取得された初期にスケジュールされた帯域幅である。
【０１３０】
　いくつかの実施形態において、シナリオの中でもとりわけ、削減されたＤＭ－ＲＳ伝送
スケジュールを用いてＷＴＲＵがスケジュールされるのであれば、そして１サブフレーム
当たり単一のＤＭ－ＲＳシンボルが存在するのであれば、ＷＴＲＵは、
【０１３１】
【数６】
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【０１３２】
を使用するように構成され得る。いくつかの実施形態において、シナリオの中でもとりわ
け、レガシーのＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの場合、ＮPUSCH-initial

symb・ＭPUSCH-ini

tial
SCの積を関数として用いて、Ｑ’および／またはＵＬ－ＳＣＨデータ情報の符号化ビ

ットの総数Ｇを判定することができる。いくつかの実施形態において、シナリオの中でも
とりわけ、削減されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの場合、Ｑ’およびＧの関数における
ＮPUSCH-initial

symb・ＭPUSCH-initial
SCの積を、

【０１３３】
【数７】

【０１３４】
に置き換えられる。ここで、ＮUL DM-RSは、スケジュールされた帯域幅のＤＭ－ＲＳ伝送
スケジュールに使用され得るＲＥの総数である。
【０１３５】
　いくつかの実施形態において、シナリオの中でもとりわけ、削減されたＤＭ－ＲＳ伝送
スケジュールの場合、ＰＵＳＣＨ伝送オフセットの値（例えば、新しいおよび／またはこ
れまで定義されていない値）のセット、例えば、上位レイヤ経由で構成可能である、βHA

RQ-ACK
offset、βRI

offsetおよび／またはβCQI
offsetが存在し得る。上位レイヤがシグ

ナルしたインデックスとオフセットとの関係は、要因の中でもとりわけ、そのサブフレー
ムへの伝送がＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール用であるかどうかによって異なる。
【０１３６】
　実施形態は、ＵＬ－ＳＣＨデータ、ＡＣＫ－ＮＡＣＫ、ＲＩ、および／またはＣＱＩ／
ＰＭＩのチャネルインターリーバを企図する。チャネルインターリーバは、変調シンボル
を送信波形に乗せる時間優先（time-first）マッピングを実装できる。インターリーバは
、行列をＮPUSCH

symb列および／またはＣＱＩ／ＰＭＩと連結した少なくとも一部、また
は全てのデータを送信するために使用され得る行数で満たすことによって行われ得る。い
くつかの実施形態において、シナリオの中でもとりわけ、削減されたＤＭ－ＲＳ伝送スケ
ジュールで構成される場合、行列の列数は、
【０１３７】

【数８】

【０１３８】
を使用して判定され得る。一部の実施形態において、ＷＴＲＵは、
【０１３９】

【数９】

【０１４０】
を使用することができ、そしてＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＲＩ、および／またはＣＱＩ／ＰＭＩ
情報のデータが行列に書き込まれる時、シナリオの中でもとりわけ、ＷＴＲＵが空白値で
占有され得る１または複数の行列エントリをスキップできることを保証することができる
。これらの空白値を使用して、削減されたＤＭ－ＲＳを挿入できる。
【０１４１】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＲＩシンボルを挿入するための列セットが存在し得る
。これらの列セットは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＲＩがＤＭ－ＲＳのできるだけ
近くになることを保証できる。列セットは、削減されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使
用するために変更され得る。いくつかの実施形態において、シナリオの中でもとりわけ、
１サブフレーム当たり単一のＤＭ－ＲＳの場合、および単一のタイムスロットに配置され
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るのであれば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＲＩは、ＤＭ－ＲＳを有するスロットに
配置される（例えば、唯一配置される）得る。いくつかの実施形態において、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ用のシンボル（複数）をＤＭ－ＲＳシンボルに最も近い１または２つの（またはそ
れより多い）シンボルにすることができ、そしてＲＩ用のシンボル（複数）をＤＭ－ＲＳ
に次に最も近い１または２つ（またはそれより多い）のシンボルにすることができる。例
えば、サブフレームのシンボルｘ内のＤＭ－ＲＳの場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫをシンボルｘ
－１とｘ＋１に送信することができ、そしてＲＩをシンボルｘ－２とｘ＋２に送信するこ
とができる。いくつかの実施形態において、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／また
はＲＩ用の１または複数のシンボルを使用するように構成され得る。いくつかの実施形態
において、サブフレームのシンボルｘ内のＤＭ－ＲＳの場合、シナリオの中でもとりわけ
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫをシンボルｘ－２、ｘ－１、ｘ＋１、ｘ＋２に配置することができ、
および／またはＲＩをシンボルｘ－４、ｘ－３、ｘ＋３、ｘ＋４に配置することができる
。いくつかの実施形態において、ＨＡＲＱ－ＡＣＫをシンボルｘ－３、ｘ－１、ｘ＋１、
ｘ＋３に配置することができ、および／またはＲＩをシンボルｘ－４、ｘ－２、ｘ＋２、
ｘ＋４に配置することができる。いくつかの実施形態において、ＤＭ－ＲＳをサブフレー
ムの最初と最後の近くに配置することができるのであれば、要因の中でもとりわけ、１ま
たは複数、または両方の側で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＲＩ用の複数のシンボル
を用いて適応するのに十分なシンボルがない場合もある。いくつかの実施形態において、
対称制約を除去できる。例えば、シンボル３のＤＭ－ＲＳの場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫをシ
ンボル２、４、および５に配置することができ、および／またはＲＩをシンボル１、６、
および７に配置することができる。別の例として、ＨＡＲＱ－ＡＣＫをシンボル２、４、
および６に配置することができ、および／またはＲＩをシンボル１、５、および７に配置
することができる。
【０１４２】
　実施形態は、ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール用に変更された直交カバーコード（ＯＣＣ）
を企図する。直交カバーコードをＤＭ－ＲＳに使用することによって、サポートされるレ
イヤの数および／またはＭＵ－ＭＩＭＯを遂行する能力を増加することを可能にできる。
１または複数実施形態は、シナリオの中でもとりわけ、例えば、削減されたＤＭ－ＲＳを
使用できるＯＣＣの振る舞いを変更することが有益となり得ることを企図する。ＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送スケジュールを使用して、例えば、ＭＵ－ＭＩＭＯを可能にするために、１または
複数の直交カバーコード（ＯＣＣ）をＤＭ－ＲＳに使用できる。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュ
ールを使用して、例えば、削減されたＤＭ－ＲＳを用いて、アップリンク制御情報（ＵＣ
Ｉ）をＰＵＳＣＨに提供できる。
【０１４３】
　ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールをサブキャリアの１または複数のペアに対して反復するこ
とができる。ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールｘをサブキャリアに対して反復することができ
る。この反復を複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対して行うことができる。例えば、ＤＭ
－ＲＳが単一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに送信されるソリューションにおいて、第１のｘ
サブキャリアは、シーケンスの第１のシンボルを送信することができ、第２のｘサブキャ
リアは、シーケンスの第２のシンボルを送信することなどができる。これを１または複数
、または各々の送信レイヤに対して反復することができ、それによって１または複数、ま
たは各々のレイヤを同じＲＥに多重化できる。一例において、ＤＭ－ＲＳをサブキャリア
の一方のセット用の第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに入れることができ、およびサブキャ
リアの他方の（例えば、切り離し可能な）のセット用の第２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに
入れることができる場合、シーケンスの１または複数、または全てのシンボルが、別のサ
ブキャリア上の、第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル内で１または複数回、および／または第
２のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル内で１または複数回発生することができるように、シーケン
スを反復することができる。例えば、ＤＭ－ＲＳをＳＣ－ＦＤＭＡシンボル３の偶数のサ
ブキャリアに配置し、そしてＳＣ－ＦＤＭＡシンボル１０の奇数のサブキャリアに配置す
ることができる。第１のレイヤのＤＭ－ＲＳシーケンスを［ａ　ｂ　ｃ　ｄ　ｅ．．．］
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で表すことができる。このようなシナリオにおいて、シンボル‘ａ’をＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボル３のサブキャリア０および／またはＳＣ－ＦＤＭＡシンボル１０のサブキャリア１
に置くことができる。シンボル‘ｂ’をＳＣ－ＦＤＭＡシンボル３のサブキャリア２およ
び／またはＳＣ－ＦＤＭＡシンボル１０のサブキャリア３に置くことなどができる。これ
を１または複数の他のＤＭ－ＲＳレイヤに対して反復することができ、それによって１ま
たは複数、または各々のレイヤを同じＲＥに多重化できる。
【０１４４】
　いくつかの実施形態において、理由の中でもとりわけ、１または複数、または各々の送
信レイヤの正しい復調を可能にするためであれば、ＯＣＣをＤＭ－ＲＳ伝送スケジュール
の循環シフトと共に使用できる。いくつかの実施形態において、シナリオの中でもとりわ
け、ＤＭ－ＲＳを（例えば、同じＳＣ－ＦＤＭＡシンボルか否かに関わらす）複数のサブ
キャリアにおいて反復することができる場合であれば、１レイヤ当たり異なるＯＣＣベク
トルを複数のサブキャリア対して適用することができる。例えば、第１のＯＣＣベクトル
‘ｙ’をＤＭ－ＲＳシーケンスシンボルの一方のレイヤに適用することができ、そして別
のＯＣＣベクトル‘ｚ’を他方のレイヤに適用することができる。
【０１４５】
　いくつかの実施形態において、シナリオの中でもとりわけ、ＤＭ－ＲＳを単一のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルに送信することができ、および／またはＤＭ－ＲＳシーケンスシンボル
をｘサブキャリアに対して反復することができる場合、１または複数、または各々のＯＣ
Ｃベクトルもまた、長さをｘとすることができ、および／またはＯＣＣを本明細書に記載
の通りに適用することができる。例えば、第１のレイヤに対し、ＤＭ－ＲＳの第１のシー
ケンスを搬送するｘサブキャリアの１または複数、または各々のセットに‘ｙ’を掛ける
ことができる。第２のレイヤに対し、ＤＭ－ＲＳの第２のシーケンスを搬送するｘサブキ
ャリアの１または複数、または各々のセットに‘ｚ’を掛けることができる。
【０１４６】
　特定の組み合わせにおいて特徴および要素を上述しているが、各特徴または要素は、単
独で、または他の特徴および要素との任意の組み合わせにおいて使用できることが当業者
には認識されよう。さらに、本明細書で説明される方法は、コンピュータまたはプロセッ
サによって実行するためのコンピュータ可読媒体に組み込まれるコンピュータプログラム
、ソフトウェア、またはファームウェアに実装され得る。コンピュータ可読媒体の例は、
（有線および／または無線接続を介して送信される）電子信号および／またはコンピュー
タ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、限定されるわけではないが、
リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャ
ッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハードディスクおよびリムーバブルディスク
などの磁気媒体、光磁気媒体、およびＣＤ－ＲＯＭディスク、およびデジタル多用途ディ
スク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む。ソフトウェアと連動するプロセッサを使用して、Ｗ
ＴＲＵ、ＵＥ、端末機、基地局、ＲＮＣ、および／または任意のホストコンピュータで使
用するための無線周波数トランシーバを実装することができる。
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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　複数の復調参照シンボル（ＤＭ－ＲＳ）伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送スケ
ジュールを選択することであって、前記複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－Ｒ
Ｓ伝送がデータストリームのサブフレームの各タイムスロットにおける少なくとも１つの
直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルにマップされることによって特徴付けられたＤ
Ｍ－ＲＳ伝送スケジュールを含み、前記選択されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ
－ＲＳ伝送がデータストリームのサブフレームの単一のＯＦＤＭシンボルにマップされる
ことによって特徴付けられることと、
　前記選択されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに従って、前記データストリームを送信す
ることと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＯＦＤＭシンボルは、前記サブフレームの第１のタイムスロットに関連付けられ、
前記選択されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）伝送または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記データス
トリームの前記サブフレームの第２のタイムスロットの対応するＯＦＤＭシンボルにマッ
プされることによってさらに特徴付けられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記選択されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの前記ＯＦＤＭシンボルは、前記サブフレ
ームの第２のタイムスロットに関連付けられ、前記選択されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュー
ルは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送または物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記データストリームの前記サブフレームの第１のタイ
ムスロットの対応するＯＦＤＭシンボルにマップされることによってさらに特徴付けられ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記選択されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールの前記ＯＦＤＭシンボルは、前記サブフレ
ームの第１のタイムスロットの最後のＯＦＤＭシンボルであるか、または前記ＯＦＤＭシ
ンボルは、前記サブフレームの第２のタイムスロットの最初のＯＦＤＭシンボルであるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択されたＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、前記データストリームの第１のサブフ
レームの第１のタイムスロットの第１のＯＦＤＭシンボル、および前記データストリーム
の第２のサブフレームの第２のタイムスロットの第２のＯＦＤＭシンボルにマップされる
ことによってさらに特徴付けられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、ＤＭ－ＲＳ伝送が前記ＯＦＤＭシンボルのサブキ
ャリアの第１のサブセットにマップされ、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
伝送または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記ＯＦＤＭシンボ
ルのサブキャリアの第２のサブセットにマップされることによってさらに特徴付けられ、
サブキャリアの前記第１のサブセットは、サブキャリアの前記第２のサブセットとは異な
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記データストリームは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送または物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報を含むことを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
　前記方法は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）により実行され、前記ＤＭ－ＲＳ伝
送スケジュールを選択することは、前記ＷＴＲＵがスモールセルに接続されるか、または
マクロセルに接続されるかに基づくことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　複数の復調参照シンボル（ＤＭ－ＲＳ）伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送スケ
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ジュールを使用することを判定することであって、前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、
ＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームのサブフレームの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シ
ンボルのサブキャリアの第１のサブセットにマップされ、物理アップリンク共有チャネル
（ＰＵＳＣＨ）伝送または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記
ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第２のサブセットにマップされることによって特徴付
けられ、サブキャリアの前記第１のサブセットは、サブキャリアの前記第２のサブセット
とは異なることと、
　前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに従って、前記データストリームを送信することと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記ＯＦＤＭシンボルの前記サブキャリアの前記第１のサブセットは、前記ＯＦＤＭシ
ンボルの全てのサブキャリアの半分であることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの前記第１のサブセットは、前記ＯＦＤＭシンボ
ルの物理リソースブロックの最初の６サブキャリアであるか、または前記ＯＦＤＭシンボ
ルの物理リソースブロックの最後の６サブキャリアであることを特徴とする請求項９に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記ＯＦＤＭシンボルの前記サブキャリアの前記第１のサブセットは、１２の倍数であ
ることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　サブキャリアの前記第１のサブセットは、偶数番目のサブキャリアであり、サブキャリ
アの前記第２のサブセットは、奇数番目のサブキャリアであり、またはサブキャリアの前
記第１のサブセットは、奇数番目のサブキャリアであり、サブキャリアの前記第２のサブ
セットは、偶数番目のサブキャリアであることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記データストリームは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送または物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報を含むことを特徴とする請求項９に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記方法は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）により実行され、前記ＤＭ－ＲＳ伝
送スケジュールを使用することを判定することは、前記ＷＴＲＵがスモールセルに接続さ
れるか、またはマクロセルに接続されるかに基づくことを特徴とする請求項９に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、レガシーＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを含
むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　複数の復調参照シンボル（ＤＭ－ＲＳ）伝送スケジュールの中からＤＭ－ＲＳ伝送スケ
ジュールを使用することを判定することであって、前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、
１または複数のＤＭ－ＲＳ伝送がデータストリームのサブフレームの単一の直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）シンボルにマップされることによって、またはＤＭ－ＲＳ伝送がデー
タストリームのサブフレームのＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第１のサブセットにマ
ップされ、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）伝送または物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）制御情報が前記ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアの第２のサブ
セットにマップされることによって特徴付けられ、サブキャリアの前記第１のサブセット
は、サブキャリアの前記第２のサブセットとは異なることと、
　前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールに従って、前記データストリームを送信するように構
成されたプロセッサを備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
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【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記ＷＴＲＵがスモールセルに接続されるか、またはマクロセルに
接続されるかに基づいて前記ＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを使用することを判定するよう
に構成されたことを特徴とする請求項１７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記複数のＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールは、レガシーＤＭ－ＲＳ伝送スケジュールを含
むことを特徴とする請求項１７に記載のＷＴＲＵ。
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